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　私の夢は、パティシエになることです。
　私の家では、クリスマスや誕生日のときに、おばあちゃ
んがケーキを作ってくれます。とっても美味しいです。
ケーキを食べると家族のみんなが笑顔になります。その
ようすを見て、私もみんなを笑顔にするケーキを作りた
いと思いました。
　将来、パティシエになるために、まずはおばあちゃん
のケーキ作りを手伝おうと思います。

04　特集　一度はその目で見てみたい！桜の名所 13 選
06　平成２６年度　市政方針
12　平成２６年度　当初予算
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16　　▶ 高齢者医療などに関する各種お知らせ　　
　　　 ▶ 国保保険証を送付しました
16　　▶ 耐震診断・耐震改修費用の補助
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　　　 ▶ 景観整備活動支援
31　商工会からのお知らせ
32　暮らしの情報
34　自慢の学校　▶ 古城小学校
35　大事にしたい阿蘇の懐かしい生活 No.25
36　図書館へ行こう！
37　阿蘇世界文化遺産リレーコラム　▶ 小国町
　　 食改だより
38　くらしカレンダー・お慶び・ご寄付
40　地産地消クッキング　▶ 厚揚げの肉詰め煮
16　さわやかフレッシュマン　▶ 木村 拓郎さん
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　火火振り神事が 3 月 14 日、
阿蘇神社で行われ、横参道に
幾重にも連なる炎の輪で、幻
想的な光景が広がりました。
　国指定重要無形民俗文化財

「阿蘇の農耕祭事」の一つで「御
前迎」とも呼ばれる国龍神の
結婚の儀式。姫神の神輿が到
着すると、結婚を祝って茅を
束ねた松明が振り廻されまし
た。また、阿蘇の火まつりで
は阿蘇山麓に「大火文字焼き」
が浮かび、イベント会場も大
いに賑いました。

public relations magazine No.111
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一度はその目で見
てほしい！

桜の名所 13選

　
長
い
長
い
冬
が
終
わ

り
、
よ
う
や
く
春
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
春

の
楽
し
み
と
い
え
ば

「
花
見
」
を
一
番
に
思

い
浮
か
べ
る
人
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？

　
熊
本
県
内
の
桜
の
開

花
は
全
国
で
も
早
く
、

１
黒川堤防のサクラ

阿蘇市内牧（黒川河川沿い）

例
年
３
月
中
旬
。
こ
と

し
は
平
年
よ
り
３
日
早

い
、
３
月
20
日
に
開
花

し
ま
し
た
。
こ
こ
阿
蘇

市
は
標
高
が
高
く
、
例

年
、
３
月
下
旬
か
ら
４

月
上
旬
に
か
け
て
見
ご

ろ
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
の
広
報
誌
が
皆
さ

ま
の
お
手
元
に
届
く
こ

ろ
に
は
き
っ
と
満
開
を

迎
え
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

　
今
回
は
ぜ
ひ
と
も
そ

の
目
で
見
て
も
ら
い
た

い
、
と
っ
て
お
き
の
桜

の
名
所
を
ご
紹
介
し
ま

す
！
皆
さ
ん
の
お
気
に

入
り
の
桜
の
名
所
は
ド

コ
で
す
か
？

リ
ン
ド
ウ
、
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
だ
け
じ
ゃ
な
い
！

阿
蘇
の
春
は
見
ど
こ
ろ
満
載
！

映画の撮影場所になるほど、景観が素晴
らしい黒川河川（内牧）。川沿いにズラリ
と並ぶサクラと、菜の花のコラボレーショ
ンが目を引く。災害に伴う河川改修工事
により、残念ながら伐採されることが決
まっており、ことしで見納めとなる。
ぜひとも目に焼き付けてもらいたい。
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阿蘇神社 一の宮町宮地

一の宮門前町商店街
国立阿蘇青少年交流の家

一の宮町宮地

全国的にも珍しい横参道に並ぶソメ
イヨシノ。日本三大楼門に数えられ
る神社と桜が見事に融合し、美しい
景観を創りだす。夜間のライトアッ
プで雰囲気は一転、幻想的な光景が
広がる。（4月 5日土まで）

雄大な緑の草原に咲く 400 本の桜。
阿蘇の象徴ともいえる「あか牛」と
一緒に桜を観れるのはここだけ！？
カメラマンの撮影スポットとしても
人気だ。4月6日日まで祭り開催中。

商店街の皆さんの努力で美しい景
観が広がる。4月 6日日には恒例
の「お座敷商店街」が開催される。

牛
うしがみ

神桜 波野中江
根元から枝分かれしたように広がる樹
齢約 60年の山桜。高地にあるため例年
４月中旬ぐらいに見ごろを迎える。

一の宮町宮地

２

浄
じょうどじまき

土寺牧 一の宮町坂梨
約１００本の桜とともに、阿蘇市を一望できる眺望ス
ポット。芝生広場もあり、毎年、地元小学生や園児、地
元住民らで行われる歓迎遠足は恒例行事となっている。

３

４ ５

６

8 長寿ヶ丘公苑 狩尾
9 カドリードミニオン 黒川
10 阿蘇みんなの森・いこいの村 蔵原
11 阿蘇体育館前 内牧
12 坂梨公民館 一の宮町坂梨
13 山部家の大桜 波野（中道）

「写真で紹介できないのが残念」
まだまだあります！ 桜の名所

明
みょうぎょうじ

行寺のしだれ桜 内牧
明行寺といえば秋の大銀杏が有名だが、
春に咲くしだれ桜も圧巻！

こちらに掲載した桜の場所は、阿蘇市役所ホームページに掲載しています。

熊本日日新聞社撮影

７
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総　
務

　
あ
の
痛
ま
し
い
豪
雨
災
害
か
ら
２

年
を
迎
え
ま
す
。
二
度
と
あ
の
惨
劇

を
繰
り
返
さ
ぬ
よ
う
「
市
民
の
皆
さ

ま
方
の
命
を
守
る
こ
と
」を
第
一
に
、

予
防
的
避
難
の
継
続
的
な
実
施
、
避

難
所
の
充
実
な
ど
防
災
対
策
を
進
め

て
参
り
ま
す
。

　
身
体
の
不
自
由
な
方
、
ご
高
齢
の

方
な
ど
地
域
の
助
け
を
必
要
と
さ
れ

る
方
を
守
る
た
め
、
区
長
さ
ん
や
消

防
団
、
や
ま
び
こ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

連
携
の
も
と
、
見
守
り
・
声
掛
け
体

制
の
強
化
と
、
自
助
・
共
助
の
力
を

伸
張
し
つ
つ
、
地
域
と
の
協
働
体
制

を
し
っ
か
り
と
築
い
て
参
り
ま
す
。

　　
合
併
か
ら
の
取
り
組
み
で
あ
る
行

財
政
改
革
は
、
普
通
交
付
税
の
合
併

算
定
替
え
が
本
年
度
で
終
了
し
、
来

年
度
か
ら
交
付
額
が
段
階
的
に
大
幅

減
額
さ
れ
ま
す
。
引
き
続
き
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
職
員
の
定
員
適
正
化

を
図
り
な
が
ら
、
人
員
の
機
能
的
配

置
、
事
務
事
業
の
事
前
・
事
後
評
価

の
実
施
、
人
事
評
価
制
度
な
ど
の
導

入
を
進
め
、
よ
り
成
果
を
重
視
し
た

行
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
国
策
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
社

会
保
障
・
税
番
号
、
い
わ
ゆ
る
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
法
律

で
義
務
化
さ
れ
、
平
成
28

年
１
月
の
運
用
開
始
に
向

け
た
シ
ス
テ
ム
の
改
修
の

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
制

度
の
周
知
が
十
分
で
な
い

た
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
方

に
広
く
周
知
し
慎
重
に
進

め
て
参
り
ま
す
。

　

阿
蘇
観
光
の
中
心
で
あ

る
中
岳
火
口
の
規
制
は
、

昨
年
12
月
27
日
に
噴
火
警

戒
レ
ベ
ル
が
２
に
引
き
上

げ
ら
れ
、
火
口
周
辺
お
お

む
ね
１
㌔
範
囲
内
の
立
ち

入
り
禁
止
の
一
次
規
制
が

敷
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
続
け
ば
、
観

光
入
り
込
み
客
数
に
も
影

響
を
与
え
、
早
期
の
沈
静

化
を
望
ん
で
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
、
計
７
回
の
極
め
て
小
規
模

な
噴
火
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
福
岡

管
区
気
象
台
、
阿
蘇
火
山
防
災
連
絡

事
務
所
と
連
携
し
、
万
が
一
の
噴
火

災
害
、
地
震
災
害
の
有
事
に
も
備

え
、
関
係
町
村
・
機
関
と
の
連
絡
体

制
を
強
化
し
た
防
災
力
向
上
を
図
り

ま
す
。（
※
３
月
12
日
に
噴
火
警
戒

レ
ベ
ル
は
１
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し

た
。）

　
行
政
の
基
幹
系
情
報
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
も
、
サ
ー
バ
ー
の
一
部
ク
ラ

ウ
ド
化
を
図
り
、
防
災
面
を
意
識
し

た
よ
り
安
全
な
総
合
行
政
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
ま
す
。

　
懸
案
の
公
共
交
通
は
、
効
果
的
な

運
行
を
検
証
し
、
極
度
の
不
採
算
路

線
バ
ス
に
つ
い
て
、
今
年
度
、
関
係

自
治
体
・
事
業
者
及
び
地
域
住
民
の

方
と
協
議
を
踏
ま
え
、
不
便
を
か
け

な
い
有
効
な
可
能
性
を
模
索
し
な
が

3 月定例議会で、施政方針を述べる佐藤市長

施 政 方 針
平成２６年度

（要旨）

火口見学ができるようになり、観光客で賑う中岳火口
（3 月 23 日撮影）
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ら
再
編
に
着
手
す
る
予
定
と
し
て
い

ま
す
。

　
今
年
度
は
、
国
の
基
幹
統
計
調
査

で
大
規
模
な
農
林
業
セ
ン
サ
ス
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
調
査
結
果
は
今
後
の

地
方
交
付
税
や
農
林
業
施
策
な
ど
に

多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、
全
庁

的
な
体
制
で
取
り
組
み
、
的
確
な
調

査
に
努
め
ま
す
。

 

　
生　
活

　
住
民
の
方
々
の
重
要
な
情
報
を
預

か
る
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
な
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン
は
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
一
層
強
化
し

ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
方
々
が
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
、

昨
年
度
設
置
し
た
多
重
債
務
者
対
策

連
絡
会
議
を
充
実
さ
せ
、
近
年
増
加

し
て
い
る
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談

な
ど
に
も
、
よ
り
適
切
な
対
応
が
で

き
る
よ
う
、
関
係
部
署
と
緊
密
な
連

携
を
取
り
積
極
的
な
対
策
を
講
じ
ま

す
。

　
近
年
の
ご
み
処
理
に
要
す
る
燃
料

費
高
騰
を
抑
制
す
る
た
め
に
も
、
廃

棄
物
の
減
量
化
を
進
め
、
事
業
系
ご

み
の
排
出
適
正
化
の
強
化
、併
せ
て
、

市
民
の
方
々
に
３
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー

ス
・
リ
ュ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
）
運

動
、
生
ご
み
の
水
分
除
去
へ
の
取
り

組
み
、
生
ご
み
処
理
機
・
コ
ン
ポ
ス

タ
ー
の
普
及
を
推
進
し
ま
す
。

防災対策の充実 53,176 万円

阿蘇火山等防災対策事業 3,093 万円

阿蘇広域行政事務組合負担金（消防費） 39,142 万円

消防団活動事業 6,853 万円

消防施設等整備事業 2,489 万円

防災行政無線管理事業 1,599 万円

公共交通の充実 7,105 万円

地方バス運行等特別対策事業 6,650 万円

乗合タクシー運行事業 455 万円

ネットワーク環境の充実 2,057 万円

光ネットワーク事業 1,977 万円

Wi-Fi スポット整備事業 80 万円

税の公平性の確保 3,915 万円

家屋全棟調査事業 3,915 万円

● 総 務 関 係

生活環境の整備 96,525 万円

阿蘇広域行政事務組合負担金（火葬、
ＲＤＦ、リサイクル施設、最終処分場、
し尿処理費等）

88,220 万円

塵芥収集運搬事業 4,264 万円

交通安全対策事業 1,677 万円

地籍調査事業 2,364 万円

● 生 活 関 係

平成 26 年度当初予算計上 主な事業

平成 26 年度　施政方針

開
院
に
向
け
、
急
ピ
ッ
チ
で
工
事
が
進
む
阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー
（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）
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医
療
福
祉

　

平
成
23
年
度
障
害
福
祉
計
画
に

沿
っ
て
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
、
平
成

27
年
度
か
ら
３
年
間
の
指
標
と
な
る

第
２
期
行
動
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

こ
の
計
画
に
よ
っ
て
各
福
祉
施
設
へ

協
力
を
依
頼
で
き
る
体
制
が
整
い
、

更
に
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
提
供

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

高
齢
者
の
方
々
の
知
識
な
ど
を
活
か

せ
る
環
境
整
備
と
し
て
、
阿
蘇
市
社

会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
拡
大
を
進

め
ま
す
。

　
特
定
健
診
の
受
診
率
は
、
災
害
前

の
実
績
ま
で
回
復
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
本
年
度
は
さ
ら
に
受
診
率

を
伸
ば
し
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
わ
か

り
易
い
保
健
指
導
に
力
を
注
い
で
参

り
ま
す
。
同
時
に
、
高
罹
患
率
の
疾

病
の
一
つ
で
あ
る
糖
尿
病
な
ど
の
生

活
習
慣
病
の
早
期
発
見
、
脳
血
管
疾

患
及
び
虚
血
性
心
疾
患
な
ど
の
予
防

を
行
い
、
医
療
費
、
介
護
費
用
の
適

正
化
に
努
め
ま
す
。

　
市
民
の
方
々
が
待
ち
望
む
新
病
院

は
、
耐
圧
地
盤
の
改
良
工
事
に
予
想

以
上
の
日
数
を
要
し
、
ま
た
、
全
国

的
な
労
務
不
足
な
ど
の
影
響
で
、
工

期
延
長
を
認
め
ざ
る
を
得
ず
、
誠
に

遺
憾
に
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

６
月
末
ま
で
に
竣
工
引
き
渡
し
を
受

け
、
開
院
準
備
を
経
て
８
月
上
旬
に

新
生
「
阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー
」
と
し

て
開
院
し
ま
す
。病
院
事
業
運
営
は
、

４
月
１
日
か
ら
地
方
公
営
企
業
法
の

全
部
適
用
に
移
行
し
、
新
た
な
事
業

管
理
者
の
も
と
、
独
立
性
を
強
く
持

ち
、
よ
り
効
果
的
で
、
充
実
し
た
病

院
経
営
を
目
指
し
ま
す
。

　
開
院
後
は
、
阿
蘇
地
域
の
中
核
病

院
と
し
、
救
急
医
療
体
制
の
強
化
、

特
に
、
脳
疾
患
や
心
疾
患
の
救
急
医

療
は
、
国
内
初
と
な
る
脳
卒
中
遠
隔

診
断
シ
ス
テ
ム
を
配
備
し
、
心
疾
患

の
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
も
行
う
な
ど
、

期
待
に
応
え
た
医
療
を
提
供
し
ま

す
。
ま
た
、
当
初
の
計
画
ど
お
り
、

阿
蘇
郡
市
医
師
会
・
歯
科
医
師
会
・

薬
剤
師
会
及
び
地
域
の
医
療
機
関
・

施
設
と
連
携
強
化
を
図
り
、
地
域
完

結
型
医
療
を
目
指
し
ま
す
。

　
波
野
診
療
所
も
、
阿
蘇
医
療
セ
ン

タ
ー
と
一
体
と
な
り
、
安
定
し
た
高

度
医
療
体
制
の
も
と
、
診
療
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
人
権
施
策
は
「
人
権
教
育
及
び
人

権
啓
発
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
の

基
本
理
念
に
基
づ
き
、
同
和
問
題
を

は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
の
解

決
に
向
け
、
引
き
続
き
関
係
機
関
と

連
携
し
意
識
の
向
上
を
図
り
、
人
権

問
題
研
修
会
な
ど
を
重
ね
、
人
権
が

よ
り
尊
重
さ
れ
る
地
域
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
の
推
進
は
、
個
性

や
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

高齢者・障がい者福祉等の充実 127,267 万円

社会福祉協議会運営費負担金 4,510 万円

高齢者住宅改造助成事業 583 万円

老人クラブ連合会活動等補助事業 966 万円

敬老会補助事業 851 万円

シルバー人材センター補助事業 212 万円

臨時福祉給付金事業 12,106 万円

阿蘇圏域地域医療センター委託事業 550 万円

重度心身障害者医療費助成事業 7,800 万円

自立支援医療費助成事業 2,900 万円

自立支援給付費 64,896 万円

生活保護扶助費 31,893 万円

子育て支援の充実 206,931 万円

保育園運営事業（公立・民間） 108,713 万円

子育て世帯臨時特例給付金事業 31,646 万円

乳幼児医療費助成事業 4,400 万円

児童生徒医療費助成事業 1,980 万円

児童手当事業 41,431 万円

育児・児童扶養手当事業 16,150 万円

母子家庭支援事業 1,015 万円

放課後健全育成事業 1,596 万円

保健・医療の充実 1,050,318 万円

輪番制（日曜・祝日在宅）病院運営補助事業 1,020 万円

インフルエンザ予防接種・個別接種委託事業 8,581 万円

各種健診委託事業（複合健診） 4,753 万円

妊婦・乳幼児健診等委託事業 1,900 万円

国民健康保険事業 415,518 万円

介護保険事業 307,596 万円

後期高齢者医療事業 102,566 万円

鍼灸券給付事業 380 万円

阿蘇市病院事業 208,004 万円

人権教育・啓発の推進 5,888 万円

人権啓発事業 2,057 万円

コミュニティーセンター・カルデラＡＳＯ運営事業 3,699 万円

男女共同参画事業 132 万円

● 医 療 福 祉 関 係

平成 26 年度当初予算計上 主な事業

平成 26 年度　施政方針
2 月の大雪で、白く覆われた阿蘇五岳
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経　
済

　
「
農
業
の
安
定
的
発
展
は
、
地
域
、

商
工
観
光
振
興
に
も
繋
が
る
」
と
の

考
え
か
ら
、
今
日
ま
で
国
の
政
策
を

注
視
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
参
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題
を

抱
え
、
５
年
後
の
減
反
廃
止
、
農
地

の
集
約
化
な
ど
、
急
速
な
政
策
転
換

の
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、

本
市
の
農
業
施
策
の
在
り
方
を
早
期

に
生
産
者
の
方
々
、
農
協
、
関
係
機

関
と
考
え
、
先
を
見
据
え
た
計
画
を

策
定
し
、
安
定
経
営
に
つ
な
が
る
施

策
を
築
き
上
げ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、
生
産
性
の
向
上
、
農
作
業

の
省
力
化
を
図
る
近
代
的
な
農
業
施

設
・
機
械
設
備
の
導
入
な
ど
、
経
営

基
盤
強
化
施
策
の
推
進
を
図
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
農
地
な
ど
の
災
害
復

旧
を
早
く
完
了
し
、
今
後
あ
ら
ゆ
る

作
物
の
作
付
・
収
穫
の
支
障
と
な
ら

な
い
よ
う
、
営
農
環
境
の
回
復
に
全

力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　
特
に
本
年
は
、
国
立
公
園
指
定
80

周
年
、
や
ま
な
み
ハ
イ
ウ
ェ
ー
50
周

年
の
記
念
の
年
で
す
。
今
ま
で
以
上

に
、

① 

恵
ま
れ
た
環
境
を
活
か
し
た
農
林

畜
産
業
の
振
興
と
経
営
の
安
定
化

② 

草
原
特
区
で
示
し
た
保
安
林
を
含

む
課
題
の
規
制
緩
和
、
財
政
支
援

措
置
な
ど
の
特
典
の
具
現
化

③ 

環
境
省
の
「
草
原
保
全
活
動
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）」、
本
市
の
「
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」

の
併
設
整
備
に
よ
る
自
然
環
境
保

全
の
重
要
地
域
化

④
阿
蘇
ジ
オ
パ
ー
ク
の
世
界
認
定　

に
向
け
て
、
活
発
に
活
動
を
進
め
て

参
り
ま
す
。

　
昨
年
11
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た「
然
」

の
取
り
組
み
が
、
全
国
の
メ
デ
ィ
ア

に
取
り
上
げ
ら
れ
、
各
方
面
か
ら

「
然
」
商
品
に
対
す
る
問
い
合
わ
せ

が
殺
到
、
各
自
治
体
か
ら
研
修
や
訪

問
が
増
す
な
ど
、
一
気
に
注
目
を
浴

び
て
い
ま
す
。
真
価
が
問
わ
れ
る
年

で
も
あ
り
、
地
域
の
方
々
、
関
係
機

関
と
一
体
と
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
能
力

を
発
揮
し
、
人
を
魅
き
つ
け
る
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
の
阿
蘇
を
目
指
し
頑
張
っ

て
参
り
ま
す
。

農・畜産業の振興 29,691 万円

青年・新規就農者支援補助事業 1,950 万円

阿蘇地域世界農業遺産推進事業 164 万円

農道整備事業 2,820 万円

県営経営体育成基盤整備事業 2,822 万円

農地・水・環境保全向上対策事業 13,233 万円

経営所得安定対策推進事業 1,234 万円

中山間地域総合整備事業県営事業負担金（坂梨・古城地区） 2,126 万円

中山間地域総合整備事業県営事業負担金（２期分） 750 万円

家畜導入補助事業 930 万円

家畜導入資金供給補助事業 1,104 万円

牛異常予防接種・放牧寄生虫駆除薬補助事業 613 万円

阿蘇あか牛草原再生事業 1,945 万円

林業の振興 8,355 万円

森を育てる間伐材利用推進補助事業 2,620 万円

阿蘇望橋点検事業 1,000 万円

林道整備事業 3,120 万円

森林整備地域活動支援交付金事業 1,615 万円

災害復旧事業 4,742 万円

農地・農業用施設災害復旧事業 4,492 万円

林業施設災害復旧事業 250 万円

商工・観光・地域の振興 60,495 万円

商工・観光団体等補助事業 2,992 万円

景観整備・商店街活性化補助事業 1,056 万円

国内観光客誘致補助事業 2,000 万円

阿蘇の花の祭典補助事業 700 万円

地域振興イベント補助事業 1,500 万円

阿蘇くじゅう観光圏負担金事業 500 万円

阿蘇ジオパーク負担金事業 95 万円

阿蘇「草・観・然」活性化補助事業 4,100 万円

ＡＮＡネーミングライツ事業 189 万円

健康づくりの郷推進補助事業 9,500 万円

阿蘇イルミネーション補助事業 700 万円

やまなみハイウエイ 50 周年・国立
公園 80 周年負担金事業 79 万円

エコツーリズムセンター（仮称）整備事業 27,442 万円

緊急雇用創出基金事業 9,642 万円

● 経 済 関 係

平成 26 年度当初予算計上 主な事業

平成 26 年度　施政方針
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人
が
、
地
域
が
、
輝
く
こ
と
で
魅

力
を
増
す
も
の
で
す
が
、
最
も
大
き

な
問
題
と
課
題
は
、
人
口
減
と
若
者

の
流
出
で
す
。
雇
用
創
出
の
確
保
と

企
業
誘
致
を
引
き
続
き
積
極
的
に
進

め
て
参
り
ま
す
。
関
連
し
て
、
既
存

集
落
内
の
空
家
の
問
題
も
あ
り
ま

す
。
集
落
内
の
人
口
減
少
は
深
刻
な

状
況
で
、
防
災
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

維
持
も
困
難
に
な
っ
て
き
て
お
り
、

対
策
と
し
て
Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｕ
タ
ー
ン

の
受
け
入
れ
な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、

地
元
後
継
者
、
若
者
世
代
が
空
家
を

活
用
し
て
地
元
に
住
め
る
環
境
づ
く

り
も
喫
緊
の
課
題
で
す
。
集
落
と
行

政
が
真
摯
に
関
わ
り
、
賃
貸
に
対
す

る
不
安
解
消
と
信
頼
を
基
に
し
た
総

合
的
な
窓
口「
空
家
情
報
バ
ン
ク（
仮

称
）」
の
設
置
に
向
け
準
備
を
進
め
、

新
た
な
定
住
化
促
進
事
業
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

 　
イ
ン
フ
ラ

　
本
年
度
は
災
害
復
旧
か
ら
潤
い
あ

る
郷
土
づ
く
り
に
軸
足
を
移
し
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
快
適
な
ま
ち
づ
く

り
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

　
災
害
対
策
で
遅
れ
て
い
た
広
域
農

道
整
備
第
２
期
工
事
は
、
本
格
的
な

用
地
交
渉
を
行
い
、
手
続
き
を
終
え

た
と
こ
ろ
か
ら
随
時
整
備
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
生
活
道
路
の
拡
幅
改
良

や
歩
道
設
置
、
道
路
橋
を
対
象
と
し

た
長
寿
命
化
修
繕
計
画
の
策
定
、
建

築
物
を
対
象
と
し
た
耐
震
対
策
事
業

に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
災
害
関
連
に
つ
い
て
は
、
治
山
・

砂
防
・
農
地
・
黒
川
河
川
改
修
・
仮

設
住
宅
な
ど
、
県
の
責
任
の
も
と
、

主
導
的
に
今
後
も
進
め
ら
れ
ま
す

が
、
黒
川
激
特
事
業
は
期
限
付
き
の

災
害
対
策
緊
急
事
業
で
あ
り
、
工
事

が
完
了
し
た
と
し
て
も
完
全
に
災
害

を
防
げ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
民
の
方
々
の
不
安
を
払
拭
す
べ

く
、
引
き
続
き
検
証
し
な
が
ら
、
よ

り
安
全
な
黒
川
河
川
計
画
を
作
り
上

げ
補
強
し
て
い
く
こ
と
が
最
重
要
課

題
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
黒
川
河
川
激
特
協
議
会
を

引
き
続
き
存
続
さ
せ
、
将
来
に
わ
た

る
問
題
解
決
の
協
議
会
に
す
べ
き
で

あ
る
と
強
く
県
に
要
望
し
ま
し
た
。

県
も
理
解
し
、
今
後
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
上
水
道
事
業
は
、
地
方
公
営
企
業

の
原
則
で
あ
る
「
独
立
採
算
」
を
基

本
に
、
公
衆
衛
生
の
向
上
と
生
活
環

境
の
改
善
に
の
た
め
、
安
心
・
安
全

な
水
の
安
定
供
給
に
努
め
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
は
、本
年
度
、黒
川・

坊
中
地
区
な
ど
の
管
渠
整
備
、ま
た
、

浄
化
セ
ン
タ
ー
長
寿
命
化
計
画
に
基

づ
く
、
施
設
の
改
修
整
備
を
開
始
し

ま
す
。

道路・橋梁・河川の整備 74,443 万円

市道維持・新設改良事業 35,979 万円

幹線道路（支線・広域農道）整備事業 25,810 万円

橋梁維持補修事業 7,800 万円

河川維持改修事業 4,854 万円

上水道の整備 53,162 万円

古城地区配水管新設工事 35,112 万円

上・簡易水道老朽管更新事業 18,050 万円

下水道の整備 30,900 万円

黒川地区管渠整備事業 9,400 万円

下水処理場改築事業 21,500 万円

災害復旧事業 3,209 万円

河川等災害復旧事業 3,209 万円

● イ ン フ ラ 関 係

平成 26 年度当初予算計上 主な事業

平成 26 年度　施政方針

黒川河川改修工事のようす（内牧）

今後、整備を進める広域農
道整備第２期工事（黒川千
丁から成川地区を望む）
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環　
境

　
本
年
度
「
阿
蘇
市
景
観
条
例
」
の

制
定
及
び
「
阿
蘇
市
景
観
計
画
」
を

策
定
し
、
世
界
文
化
遺
産
登
録
の
前

提
と
な
る
景
観
行
政
団
体
を
目
指
し

ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
持
つ
魅
力
的
な
資

源
を
活
用
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
促
進
と
な
る
「
低
炭
素
地
域

づ
く
り
」
へ
の
取
り
組
み
を
行
い
ま

す
。

　
懸
案
で
あ
っ
た
市
営
住
宅
整
備
・

建
設
は
、
被
災
者
の
方
々
の
対
応
も

含
め
、
池
尻
団
地
４
棟
目
の
建
設
及

び
既
存
住
宅
の
改
修
を
行
い
、
市
営

住
宅
の
維
持
保
全
に
努
め
ま
す
。
仮

設
住
宅
に
つ
い
て
は
、
県
と
協
議
を

重
ね
、
入
居
者
の
方
々
が
安
心
で
き

る
よ
う
な
住
居
確
保
の
支
援
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　
教　
育

　
子
ど
も
た
ち
が
、
安
全
で
安
心
し

て
学
べ
る
環
境
づ
く
り
に
一
層
力
を

注
い
で
い
き
ま
す
。

　
自
然
体
験
活
動
や
土
曜
授
業
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し

た
電
子
黒
板
な
ど
の
整
備
を
図
り
、

確
か
な
学
力
の
向
上
、
ま
た
、
健
や

か
な
身
体
と
、
こ
こ
ろ
豊
か
な
郷
土

を
愛
す
る
逞
し
い
子
ど
も
の
育
成
を

目
指
し
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
切
磋
琢
磨
し
、
生

き
る
力
、
豊
か
な
感
性
を
身
に
つ
け

成
長
し
て
い
く
環
境
づ
く
り
と
学
力

向
上
の
た
め
、
学
校
規
模
適
正
化
に

基
づ
き
、
一
の
宮
中
校
区
の
統
合
小

学
校
の
平
成
28
年
４
月
開
校
に
向
け

準
備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

環境保全の推進 5,655 万円

環境共生基金事業 431 万円

野生動植物保護事業 512 万円

合併処理浄化槽設置整備事業 4,712 万円

市営住宅の整備 42,429 万円

市営住宅維持管理事業 2,266 万円

市営住宅ストック改善事業 6,110 万円

市営住宅（池尻団地）建設事業 25,503 万円

仮設住宅改修事業 7,600 万円

● 環 境 関 係

学校教育の充実 124,043 万円

外国語指導助手事業 1,109 万円

パソコンサポート事業 805 万円

特色ある学校教育活動補助事業 892 万円

電子黒板・デジタル教科書導入事業 9,188 万円

一の宮中校区統合小学校整備事業 90,640 万円

阿蘇給食センター改修工事設計委託事業 500 万円

給食センター運営事業 20,909 万円

社会教育の振興 11,850 万円

文化協会・郷土芸能保存活動補助事業 208 万円

阿蘇市子ども芸術祭補助事業 200 万円

阿蘇市公民館・各分館活動補助事業 535 万円

生涯学習事業 174 万円

図書館運営事業 8,290 万円

世界遺産登録推進事業 2,443 万円

社会体育・スポーツの振興 12,691 万円

各種大会補助事業 273 万円

阿蘇市・郡市体育協会負担金事業 530 万円

阿蘇体育館第１体育館カーテン改修事業 311 万円

一の宮運動公園多目的広場トイレ改修事業 130 万円

体育施設維持管理事業 11,447 万円

災害復旧事業 1,748 万円

歴史の道豊後街道災害復旧事業 1,748 万円

● 教 育 関 係

平成 26 年度当初予算計上 主な事業

平成 26 年度　施政方針

池尻団地は平成 26 年 3 月に３棟目が完成。
写真は市営住宅新小里団地（３棟目）

　

世
界
文
化
遺
産
登
録
推
進
事
業

は
、
登
録
基
準
へ
の
適
合
、
資
産
の

真
正
性
、完
全
性
を
証
明
す
る
た
め
、

関
係
機
関
や
地
域
の
方
々
と
協
議
を

進
め
、
早
期
の
登
録
に
向
け
、
取
り

組
み
を
強
化
し
ま
す
。
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当 初 予 算
平成２６年度の当初予算が３月に行われた第１回阿蘇市議会定例会で承認されました

　
本
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
昨
年
度

当
初
予
算
が
経
常
経
費
を
中
心
と
し
た
骨
格
予

算
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
前
年
度
に
比
べ
て
約

28
億
８
５
６
万
円
増
加
し
、約
１
５
８
億
円（
全

会
計
総
額
２
７
５
億
円
）
の
予
算
編
成
と
な
り

ま
し
た
。
※
左
記
グ
ラ
フ
の
と
お
り
。

魅
力
あ
る
、

元
気
あ
ふ
れ
る
、

阿
蘇
市
づ
く
り
へ
―
。

0 50 100 150 200 250 300

平成26年度

平成25年度

● 当初予算の年度比較

一般会計 特別会計 企業会計

（単位：億円）

157 億 5554 万円

地方交付税
　 行政サービス水準の均一化のため、国が

市の財政状況に応じて配分するお金

国・県支出金
　 特定の事業を行うために国や県から交付

されるお金

市税
　 市民税、固定資産税、軽自動車税、たば

こ税など市民の皆様から納めていただい
た税金

市債
　特定の事業のために借り入れるお金

その他の収入
　 分担金・負担金、使用料・手数料、財産

収入など

用 語 解 説

地方交付税（34.3％）
54 億 500 万円

国・県支出金（18.9％）
29 億 7022 万円市税（17.9％）

28 億 2080 万円

繰入金（11.5％）
18 億 1104 万円

市債（8.9％）
14 億 160 万円

各種交付金（3.5％）
5 億 4822 万円

その他の収入（3.3％）
5 億 2366 万円 繰越金（1.7％）

2 億 7500 万円

各種交付金の内訳

● 地方譲与税　1 億 7620 万円
● 利子割交付金　460 万円
● 配当割交付金　620 万円
● 株式等譲渡所得割交付金　110 万円
● 地方消費税交付金　３億 930 万円

● ゴルフ場利用税交付金　2320 万円
● 自動車取得税交付金　1750 万円
● 地方特例交付金　422 万円
● 交通安全対策特別交付金　590 万円

歳 入

257 億 2046 万円

275 億 3287 万円

85 億 1400 万円

32 億 6333 万円

129 億 4698 万円 80 億 7054 万円 47 億 294 万円
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平成２６年度
安心・安全に暮らせる　魅力あふれる阿蘇市を目指して

● 平成 26 年度一般会計 財源の内訳
　
一
般
会
計
当
初
予
算
の
財
源
内
訳
は
左
記
グ

ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。
市
が
自
主
的
に
得
ら
れ

る
自
主
財
源
の
割
合
は
約
34
・
５
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。自 主 財 源 54 億 3050 万円

市　税

繰入金

繰越金

その他の収入

依 存 財 源103 億 2504 万円

地方交付税

国・県支出金

各種交付金

市債

一般会計の内訳
教育や福祉、土木、農政、商工
観光振興事業など市の基本的な
行政運営を行う会計

157億 5554万円
※前年度比：+21.7％

民生費
　福祉の向上のために使われるお金

衛生費
　 健康づくりやごみ処理等に使われるお金

農林水産業費
　 農林畜産業の振興に使われるお金

商工費
　商工、観光の振興に使われるお金

土木費
　 道路・橋・河川・公営住宅等の整備に使

われるお金

教育費
　 学校等の維持管理や学校教育、社会教育

等の振興に使われるお金

公債費
　 市の借金返済のために使われるお金

用 語 解 説

民生費（31.6％）
49 億 7428 万円

教育費（13.2％）
20 億 8359 万円

衛生費（11.7％）
18 億 4296 万円

公債費（9.8％）
15 億 3495 万円

総務費（9.4％）
14 億 7951 万円

土木費（9.0％）
14 億 1417 万円

商工費（5.1％）
8 億 780 万円

農林水産業費（4.9％）
7 億 7670 万円

消防費（3.2％）
5 億 1005 万円

議会費（1.0％）
1 億 5640 万円

災害復旧費（0.6％）
9699 万円

その他の支出（0.5％）
7814 万円

歳 出
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特別会計の内訳
国民健康保険や介護保険など、
一般会計とは別に特定の収入支
出により処理される会計

85億 1400万円
※前年度比：+5.5％

特別会計名 予算額
国民健康保険事業 41 億 5518 万円

介護保険事業 30 億 7596 万円
下水道事業 7 億 4106 万円

後期高齢者医療事業 3 億 8948 万円
阿蘇山観光事業 1 億 450 万円

財産区事業 4782 万円

● 特別会計別予算額
● 

国
民
健
康
保
険
事
業

　
加
入
者
の
皆
さ
ま
か
ら
の
保

険
税
と
国
・
県
・
市
な
ど
が
出

し
合
っ
て
、
加
入
者
の
医
療
費

の
支
払
い
を
中
心
と
す
る
事
業

を
行
う
も
の
で
す
。

　
生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
と

予
防
を
目
的
と
し
た
特
定
健

診
・
特
定
保
健
指
導
な
ど
を
行

い
、
医
療
費
の
適
正
化
な
ど
に

努
め
て
い
ま
す
。

● 

介
護
保
険
事
業

　
介
護
（
介
護
予
防
）
サ
ー
ビ

ス
を
給
付
す
る
た
め
の
会
計
で
す
。

　
支
出
と
し
て
は
、
介
護
（
介

護
予
防
）
給
付
費
や
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
た
め
の
要
介
護

（
要
支
援
）
認
定
に
か
か
る
事

務
費
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

　
給
付
費
に
充
て
る
収
入
の
半

分
は
、
国
、
県
、
市
の
負
担
金
、

残
り
の
半
分
が
40
歳
以
上
の
方

が
納
め
る
保
険
料
で
す
。

● 

下
水
道
事
業

　
公
共
下
水
道
事
業
を
行
う
た

め
の
会
計
で
す
。

　
河
川
、
海
な
ど
の
水
質
保
全

を
目
的
と
し
、
快
適
で
環
境
に

や
さ
し
い
生
活
環
境
を
創
出
す

る
た
め
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
黒
川
地
区
（
坊

中
）
の
管
渠
整
備
、
老
朽
化
し

た
幹
線
管
渠
の
改
修
事
業
及
び

阿
蘇
市
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
処
理

場
）
と
新
橋
汚
水
中
継
ポ
ン
プ

場
の
老
朽
化
に
伴
う
改
築
事
業

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

● 

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

　
主
に
75
歳
以
上
の
方
を
対
象

と
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
事
業
を
行
う
た
め
の
会
計
で
す
。

　
市
で
徴
収
し
て
熊
本
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
納
付

す
る
保
険
料
や
後
期
高
齢
者
の

健
診
を
は
じ
め
と
す
る
保
健
事

業
費
及
び
負
担
金
・
事
務
費
等

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
予
算
総
額
の
約
６
割
を
占
め

る
保
険
料
は
、
後
期
高
齢
者
の

医
療
費
な
ど
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

● 

阿
蘇
山
観
光
事
業

　
阿
蘇
山
周
辺
の
観
光
利
用
促

進
を
目
的
と
し
た
会
計
で
す
。

　

収
入
の
主
な
も
の
と
し
て

は
、
阿
蘇
山
公
園
道
路
使
用
料

７
８
９
０
万
円
、
売
店
収
入

１
９
０
０
万
、
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ

ル
使
用
料
２
１
８
万
円
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　
主
な
支
出
と
し
て
は
、
管
理

委
託
に
３
１
９
９
万
円
、
防

災
関
係
の
一
般
会
計
繰
出
金

３
０
９
３
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

● 

財
産
区
事
業

　
財
産
区
が
管
理
す
る
簡
易
水

道
事
業
な
ど
を
行
う
た
め
の
会

計
で
す
。

　
支
出
の
主
な
も
の
は
、
簡
易

水
道
の
維
持
管
理
を
行
う
水
道

管
理
費
、
山
林
な
ど
財
産
管
理

費
及
び
委
員
会
費
で
す
。

▼
坂
梨
財
産
区
１
４
２
０
万
円

▼
古
城
財
産
区
２
０
３
０
万
円

▼
中
通
財
産
区
１
３
２
９
万
円

▼
宮
地
財
産
区　
　
　
３
万
円

● 

病
院
事
業

 

病
院
事
業
運
営
の
た
め
に
設

け
ら
れ
た
独
立
採
算
制
の
会
計

で
す
。

　

収
入
の
主
な
も
の
と

し
て
は
、
入
院
収
益

９
億
３
５
０
４
万
円
、
外
来
収

益
５
億
２
２
５
０
万
円
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　

支
出
の
主
な
も
の
と
し
て

は
、
給
与
費
10
億
６
８
８
５
万

円
、
材
料
費
２
億
３
７
４
２
万

円
、
経
費
３
億
６
３
６
万
円
と

し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
新
病
院
へ
移
転

し
、「
阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー
」

と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
最
初
の

年
と
な
り
ま
す
。
地
方
公
営
企

業
法
が
全
適
用
化
さ
れ
、
病
院

独
自
で
体
制
を
決
定
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
た
ほ
か
、
波
野

診
療
所
を
統
合
し
、
よ
り
柔
軟

か
つ
迅
速
に
地
域
住
民
の
皆
さ

ま
の
医
療
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て

い
け
る
よ
う
努
め
ま
す
。

● 

水
道
事
業

 

水
道
事
業
経
営
の
た
め
に
設

け
ら
れ
た
独
立
採
算
制
の
会
計

で
す
。

 

事
業
収
入
の
大
部
分
は
、
私

た
ち
が
支
払
う
水
道
使
用
料

で
す
。
今
年
度
は
、
給
水
戸

数
９
６
２
０
戸
、
総
給
水
量

３
９
１・
９
万
立
方
メ
ー
ト
ル

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

企業会計の内訳
水道事業や病院事業のように、
独立採算による特定の事業を経
理する会計

32億 6333万円
※前年度比：△ 30.6％

特別会計名 予算額
水道事業 11 億 8329 万円
病院事業 20 億 8004 万円

● 企業会計別予算額

（
予
算
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
）
財
政
課　
☎
２
２
‐
３
２
０
４
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社会保障・税番号制度ってナニ？
マイナンバー

社会保障や税制度の効率性・透明性を高めるために、国が進める
「社会保障・税番号制度」の仕組みについてお知らせします。

番
号
制
度
の
仕
組
み 

　
「
個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）」

は
、
住
民
票
を
有
す
る
全
員
に
付

番
さ
れ
、
法
人
な
ど
に
は
「
法
人

番
号
」
が
付
番
さ
れ
ま
す
。
付
番

し
た
番
号
を
も
と
に
複
数
の
機
関

間
に
お
い
て
、
同
一
人
の
情
報
を

紐
付
け
し
て
相
互
に
情
報
連
携
を

行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
個
人
が
自
分
で
あ
る
こ

と
の
証
明
（
本
人
確
認
）
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。

本
人
確
認
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
） 

　
番
号
制
度
に
お
け
る
本
人
確
認

の
仕
組
み
と
し
て
、
市
町
村
は
、

希
望
の
あ
っ
た
方
に
「
個
人
番
号

カ
ー
ド
」
を
交
付
し
ま
す
。

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
券
面
及
び

Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
は
、
本
人
の

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

▼
氏
名　
▼
住
所

▼
生
年
月
日　
▼
性
別

▼
顔
写
真

な
ど
が
記
録
さ
れ
ま
す
。

　
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
は
、
社
会
保
障
と
税
の
各
制
度
に
お
け

る
効
率
性
、
透
明
性
の
向
上
を
図
り
、
給
付
や
負
担
の
公
平
性
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
国
民
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
社
会
的
基
盤
（
イ
ン
フ
ラ
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
番
号
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
よ
り
正
確
な
所
得
把
握
が
可
能
と
な

り
、
社
会
保
障
・
税
の
給
付
と
負
担
の
公
平
化
が
図
ら
れ
、
よ
り
公

平
・
公
正
な
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

社
会
保
障
・
税
に
か
か
る
各
種
行
政
事
務
の
効
率
化
が
図
ら
れ
、
行

政
に
過
誤
や
無
駄
を
な
く
す
こ
と
な
ど
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
平
・
公
正
な
社
会
実
現
に
向
け
て
―

　「社会保障・税番号法（マイナンバー法）」
は昨年５月に国会で成立。平成 26 年度から
は必要なシステム設計・開発・テストが実施
されます。その後、マイナンバー（法人等に
は、法人番号）を交付し、平成 28 年 1 月から、
社会保障・税・防災等において、可能な範囲
でマイナンバーなどの利用を開始する予定と
されています。

マイナンバー制度とは個人番号カード（イメージ）

生年月日　○年□月△日　性別　男
氏　　名　番号太郎
住　　所　△県○市□町 1-1-1



19 広報あそ 2014.04

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
範
囲 

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
主
な
利
用
範

囲
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
案
に
規

定
さ
れ
た
社
会
保
障
・
税
・
防
災

分
野
な
ど
の
事
務
で
の
利
用
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
市
区
町
村
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

独
自
に
利
用
し
た
い
場
合
に
は
、

社
会
保
障
、
地
方
税
、
防
災
、
そ

の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
事
務
で
あ

れ
ば
、
条
例
に
定
め
る
こ
と
で
利

用
可
能
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
市
区
町
村
単
独

の
乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
支
給
に

関
す
る
事
務
な
ど
に
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
が
例
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

年 金 ● 年金の資格取得・確認、給付を受ける際に利用

社会保障・税番号制度ってナニ？マイナンバー

労 働 ● 雇用保険などの資格取得・確認、給付を受ける際に利用
● ハローワークなどの事務などに利用

福祉・医療・
そ の 他

● 医療保険などの保険料徴収などの医療保険者における手続き、福祉分 
　野の給付、生活保護の実施など低所得者対策の事務などに利用

税
●  国民が税務当局に提出する確定申告書、届出書、調書などに記載。また、
　当局の内部事務などに利用

災 害 対 策 ● 被災者生活再建支援金の支給に関する事務などに利用
● 被災者台帳の作成に関する事務に利用

利 用 範 囲

以
下
の
よ
う
な
分
野
で
利
用

さ
れ
ま
す
。
申
請
者
に
と
っ

て
は
、
提
出
す
る
書
類
が
簡

素
化
さ
れ
る
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
ん
で
す
よ
！

番
号
制
度

導
入
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト 

　
個
人
番
号
及
び
法
人
番
号
の
導
入
に

よ
り
、
特
定
の
個
人
及
び
法
人
な
ど
に

関
す
る
正
確
な
情
報
が
迅
速
に
得
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
こ
と
か
ら
、
行
政
事
務

の
効
率
化
や
、
き
め
細
や
か
な
支
援
が

行
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
市
民
の

方
々
に
も
、
申
請
の
際
の
添
付
書
類
が

不
要
に
な
る
と
い
っ
た
手
続
の
負
担
の

軽
減
や
、
本
人
確
認
の
簡
便
化
そ
の
他

の
利
便
性
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
国
は
「
平
成
28
年
１
月
の
番
号
制
度

利
用
開
始
ま
で
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
、

法
人
番
号
の
保
有
、
管
理
、
利
用
の
た

め
の
改
修
を
行
う
必
要
が
あ
る
。」
と

し
て
お
り
、
阿
蘇
市
で
は
、
平
成
26
年

度
中
か
ら
シ
ス
テ
ム
の
改
修
に
着
手
す

る
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
、
来
月
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課 

総
務
係

　
☎
２
２
‐
３
１
１
１
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地
域
の
良
さ
再
認
識

　

児
童
が
そ
ば
手
打
ち
体
験　

　
波
野
小
学
校
の
４
年
生
９
人
が
３
月

13
日
、
地
元
特
産
の
そ
ば
の
手
打
ち
を

体
験
し
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
、
地
元
特
産
の
そ
ば
を

育
て
る
こ
と
で
、
地
域
の
良
さ
を
再
認

識
し
よ
う
と
、
昨
年
８
月
か
ら
そ
ば
を

育
て
収
穫
。
今
回
、
地
元
住
民
か
ら
指

導
を
受
け
、
そ
ば
打
ち
の
実
習
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　
完
成
し
た
そ
ば
を
食
べ
た
子
ど
も
た

ち
か
ら
は
「
そ
ば
打
ち
は
難
し
か
っ
た

け
ど
、
み
ん
な
で
一
緒
に
作
っ
た
そ
ば

は
美
味
し
か
っ
た
」
と
満
足
し
た
よ
う

す
で
し
た
。

　
農
林
業
関
係
団
体
で
つ
く
る
阿

蘇
地
域
木
材
需
要
拡
大
対
策
協
議

会
が
３
月
７
日
、
市
内
４
か
所
の

保
育
園
に
手
作
り
の
木
製
玩
具
を

贈
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
に
木
材
の
良
さ
や

ぬ
く
も
り
を
感
じ
て
も
ら
お
う

と
、
同
会
が
毎
年
寄
贈
し
て
い
る

も
の
で
、
今
回
、
内
牧
・
黒
川
・

宮
地
・
波
野
の
４
保
育
園
に
、
大

小
２
つ
の
手
作
り
木
馬
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
宮
地
保
育
園
で
は
、
職
員

が
「
み
ん
な
で
楽
し
く
遊
ん
で
く

だ
さ
い
」
と
木
馬
を
手
渡
す
と
、

園
児
た
ち
は
さ
っ
そ
く
木
馬
に
ま

た
が
り
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

木馬にまたがり喜ぶ宮地保育園の園児たち

手作りの木馬で楽しんで！
阿蘇地区木材需要拡大対策協議会が寄贈
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熊
本
の
社
会
人
野
球
チ
ー
ム
「
熊
本
ゴ
ー
ル
デ
ン
ラ
ー
ク

ス
」
を
招
い
た
野
球
教
室
が
３
月
２
日
、
農
村
公
園
あ
ぴ
か

で
開
か
れ
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
熱
心
に
指
導
を
受
け

て
い
ま
し
た
。

　
セ
ミ
プ
ロ
の
選
手
か
ら
指
導
を
受
け
、
子
ど
も
た
ち
に
日

頃
の
練
習
の
励
み
に
し
て
も
ら
お
う
と
、
市
軟
式
野
球
協
会

（
大
谷
藤
哉
会
長
）
が
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
今
回
５
回
目
。

　
こ
の
日
は
、
市
内
の
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
や
中
学
校
か
ら
８

チ
ー
ム
１
２
７
人
が
参
加
。
子
ど
も
た
ち
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ラ
ー
ク
ス
選
手
た
ち
と
楽
し
み
な
が
ら
、
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
や

守
備
の
練
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

熊本ゴールデンラークスを
招いて野球教室

　
園
児
た
ち
に
生
の
演
奏
を
身

近
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
２

月
22
日
、
坂
梨
保
育
園
で
ピ
ア

ノ
と
フ
ル
ー
ト
の
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
地
元
の
ピ
ア
ノ
講
師
志
賀
総

学
さ
ん
と
合
志
市
在
住
の
松
村

光
子
さ
ん
が
共
演
し
、
シ
ョ
パ

ン
の
『
幻
想
即
興
曲
』
な
ど
の

本
格
的
な
ピ
ア
ノ
演
奏
の
ほ

か
、
童
謡
『
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
』

や
『
ち
ょ
う
ち
ょ
』
な
ど
７
曲

を
披
露
。
鑑
賞
し
た
親
子
は
一

緒
に
手
拍
子
を
た
た
い
て
、
演

奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。

選手のピッチングを見守る子どもたち

卒園前の思い出に♪
坂梨保育園でコンサート

　
農
林
中
央
金
庫
福
岡
支
店
（
倉

田
幹
士
支
店
長
）
と
阿
蘇
森
林
組

合（
今
村
健
正
代
表
理
事
組
合
長
）

は
２
月
18
日
、
阿
蘇
の
木
材
で
作

っ
た
観
光
案
内
板
を
市
に
寄
贈
し

ま
し
た
。

　

高
さ
５
㍍
、
幅
１・
８
㍍
の
観

光
案
内
板
は
内
牧
温
泉
入
口
交
差

点
に
設
置
さ
れ
、「
阿
蘇
内
牧
温

泉
」
の
文
字
が
表
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
が
点
灯
す
る

仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、
夜
間
に

も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
市
役
所

で
行
わ
れ

た
贈
呈
式

で
佐
藤
市

長
は
「
贈

呈
い
た
だ

い
た
案
内

サ
イ
ン
を

活
用
し
、

今
後
も
阿

蘇
市
の
観
光
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い

き
た
い
」と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

内牧温泉の玄関口に観光案内板

WebTV アソ
動 画
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熊
本
県
下
の
青
年
農
業
者
が
集
い
、
日

頃
の
活
動
成
果
を
発
表
す
る
熊
本
県
青
年

農
業
者
会
議
が
２
月
13
日
、
熊
本
県
庁
で

開
か
れ
、
阿
蘇
市
青
年
農
業
者
ク
ラ
ブ
会

長
の
市
原
豪
氏
（
露
地
野
菜
部
門
）
と
下

村
委
也
氏
（
花
き
部
門
）
の
２
名
が
活
動

成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
市
原
氏
は
「
里
芋
に
お
け
る
液
肥
散
布

の
有
無
に
よ
る
成
長
の
違
い
」
を
発
表
。

ま
た
、
下
村
氏
は
「
阿
蘇
で
の
冬
場
の
作

物
と
し
て
の
カ
ラ
ー
（
花
き
）
の
栽
培
」

に
つ
い
て
発
表
し
、
下
村
氏
が
見
事
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
ク
ラ
ブ
員
は
現
在
10
人
。
こ
れ
か
ら

の
阿
蘇
市
の
農
業
を
担
う
若
手
農
業
者
と

し
て
、
日
頃
か
ら
農
業
イ
ベ
ン
ト
の
運
営

や
勉
強
会
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

未
来
の
農
業
担
う
青
年
農
業
者
会
議

下
村
委
也
氏
が
秀
賞
を
受
賞

秀賞を受賞した下村氏

　
卒
園
を
前
に
思
い

出
を
作
っ
て
も
ら
お

う
と
３
月
17
日
、
㈱

Ａ
Ｓ
Ｏ
ワ
ー
ク
ネ
ッ

ト
が
阿
蘇
中
央
幼
稚

園
の
年
長
児
43
人
を

阿
蘇
中
央
公
園
（
内

牧
）
に
招
い
て
桜
の

苗
木
を
植
樹
し
ま
し

た
。

　
苗
木
は
、
熊
本
市

在
住
の
鐘
ヶ
江
榮
子

さ
ん
か
ら
贈
ら
れ
た

も
の
で
、
河
津
桜
や

吉
野
桜
な
ど
50
本
。

園
児
は
、
一
本
一
本

丁
寧
に
植
え
付
け
、

そ
の
後
、
自
ら
描
い

た
似
顔
絵
や
イ
ラ
ス

ト
の
木
札
を
取
り
付

け
ま
し
た
。

　

鐘
ヶ
江
さ
ん
は

「
子
ど
も
た
ち
に
は

明
る
く
希
望
を
持
っ

て
生
き
て
ほ
し
い
」

と
目
を
細
め
て
い
ま

し
た
。

「花が咲くのが楽しみ」と、樹を植える園児たち。

「きれいに咲いてね！」 中央公園に卒園記念植樹

場み ん な の 広
阿蘇ジュニア

ベースボールスクールのご案内
　チームに所属していない多くの子ど
もたちに、楽しい野球を広く普及させ
ることを目的にベースボールスクール
を始めます。
　自由に参加して、誰もが野球を楽しめる場を目指しま
す。どうぞご参加ください。
●対　象　阿蘇市の小・中学生（男女問わず）
●練　習　週１回（その他、春休みと夏休みを利用）
●参加費　無料
※帽子やＴシャツも参加者に無料で配布します。
※グローブ、バット、ボールは用意します。
※中学生は部活後の練習をする場も設ける予定です。
※祝祭日で学校行事に関係する日は行いません。
※小学５・６年生は座学（ビデオ学習）も行う予定です。
●問い合わせ　山口☎ 090-3073-3636

WebTV アソ
動 画
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　全国の消防団員の幹部候補生を対象と
した中央特別研修会が２月５日から３日
間、日本消防会館及び総務省消防庁危機
管理センター（東京都）を主会場に開催
されました。全国から約１４０名の研修
生が参加。本市から第１２分団第２部、
部長の家入靖幸さんが熊本県の研修生

（県内３名）として参加しました。
　２月１０日、佐藤市長に研修の報告を
行った家入部長は「全国の幹部候補生の
方々との意見交換を通じて、難航する若
年層団員の加入促進のためには、防災教
育の充実や地域住民の消防活動への理解
が大事。また、東北の候補生から東日本
大震災で多数の消防団員が犠牲になった
との報告を聞き、団員自らの身の安全を
確保しながらの活動、『逃げる勇気』の

必要性を再認識した」と報告しました。
　「今後は、この研修を活かして、消防
団員としての重要な使命を再認識し、高
い士気のもと、訓練を重ね地域防災の要
として地域住民の期待と信頼に応えてい
きたい」と話していました。

阿蘇市消防団第１２分団第２部
家入靖幸さん

阿蘇市消防団員が幹部候補中央特別研修会に参加

　
阿
蘇
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
が
３

月
12
日
、
宿
泊
施
設
や
地
域
づ
く
り
団

体
を
対
象
に
ジ
オ
パ
ー
ク
の
普
及
啓
発

と
理
解
浸
透

を
図
ろ
う
と

市
内
ホ
テ
ル

で
講
演
会
を

開
き
、
関
係

者
約
60
人
が

参
加
し
ま
し

た
。

　
平
成
22
年
に
世
界
認
定
さ
れ
た
『
山

陰
海
岸
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
』
の
ジ
オ
ガ

イ
ド
を
務
め
る
今
井
ひ
ろ
こ
氏
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
た
じ
ま
海
の
学
校
副
代
表
）が
、

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
先
進
事
例

を
紹
介
し
「
一
つ
一
つ
の
物
事
に
ジ
オ

ス
ト
ー
リ
ー
を
絡
め
て
観
光
客
に
丁
寧

に
説
明
す
る
こ
と
が
大
事
」
な
ど
、
人

が
創
り
上
げ
て
い
く
ジ
オ
パ
ー
ク
の
重

要
性
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

阿
蘇
ジ
オ
パ
ー
ク
講
演
会
を
開
催

コミュニティ助成事業で
活動備品を整備

　
宝
く
じ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
助
成
事
業

を
活
用
し
、
中
江
区
が
こ
の
ほ
ど
地
域

の
伝
統
芸
能
で
あ
る
岩
戸
神
楽
の
衣
装

を
整
備
し
ま
し
た
。

　
こ
の
助
成
事
業
は
、
地
域
社
会
の
健

全
な
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

社
会
貢
献
広
報
事
業
費
を
財
源
と
し
て

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
助
成

を
行
う
も
の
で
す
。

　
活
動
備
品
が
新
し
く
整
備
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
一

層
活
発
に
な
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

WebTV アソ
動 画
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まちの話題の情報は、総務課秘書広報係（☎ 22-3111）までお寄せください

City Topics ま ち の 話 題

　
第
23
回
大
阿
蘇
旗
少
女
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
（
阿
蘇
市
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
協
会
主
催
）
が
２
月
23
日
、

一
の
宮
中
学
校
な
ど
市
内
３
か
所

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
県
内
各
地
か
ら
小

学
６
年
生
を
中
心
と
し
た
22
チ
ー

ム
が
参
加
。
熱
戦
を
展
開
し
、
会

場
は
応
援
の
保
護
者
ら
の
歓
声
に

包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
阿
蘇
市
か
ら
も
３
チ
ー
ム
が
参

加
し
、
宮
地
小
学
校
が
３
位
に
輝

き
ま
し
た
。

22 チームが熱戦
大阿蘇旗少女バレーボール大会

● 優　勝　白山ＶＢＣ
● 準優勝　金剛ジュニアバレーボールクラブ
● 第３位　宮地小学校・熊本ＧＬＯＲＹバレーボールクラブ

大
会
結
果

　
阿
蘇
少
年
少
女
合
唱
団
の
演
奏

会
が
３
月
２
日
、
就
業
改
善
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
子
ど
も
た
ち
の

歌
声
を
聴
こ
う
と
多
く
の
観
客
が

つ
め
か
け
ま
し
た
。

　
演
奏
会
は
、
同
団
が
毎
年
開
い

て
い
る
も
の
で
、
こ
と
し
は
合
唱

曲
の
演
奏
の
ほ
か
、
地
域
を
題
材

に
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
や
『
鬼
八
』
の
紙
芝
居
な
ど
を

披
露
。
ま
た
、
団
員
の
保
護
者
な

ど
を
交
え
た
合
唱
曲
『
阿
蘇
』
が

披
露
さ
れ
る
な
ど
、
会
場
に
は
一

足
早
い
春
の
歌
声
が
響
き
わ
た
り

ま
し
た
。

　
同
団
は
結
成
か
ら
30
年
を
超
え

る
伝
統
あ
る
合
唱
団
で
、
現
在
11

人
で
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
興

味
の
あ
る
方
は
事
務
局
（
☎
３
２

-

４
５
１
８
）
ま
で
。

一
足
早
い

春
の
歌
声

アタックを決める選手

親
子
で
合
唱
曲
『
阿
蘇
』
を
唄
う
合
唱
団

WebTV アソ
動 画



あなたの医療・
年金・介護・子育てを守るため、
消費税のご負担を
お願いします。

今回の消費税率引き上げ分は全て
医療・年金などにあてられます。

中小企業庁

４月から

８％
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人 権 作 文
家族や身近な人との関係を見つめ直し、
人権や差別について話し合う機会を持ちましょう。

人権について語り合いましょう

お
母
さ
ん
が
夜
勤
の
日

古
城
小
学
校 

６
年　
市
原
考
浩

　
今
日
は
、
お
母
さ
ん
が
昼
の
三

時
か
ら
夜
の
二
時
ぐ
ら
い
ま
で
仕

事
で
い
な
い
の
で
、
お
姉
ち
ゃ
ん

と
二
人
で
生
活
し
な
い
と
い
け
ま

せ
ん
。
お
母
さ
ん
が
い
な
い
と
、

家
の
中
が
シ
ー
ン
と
し
て
暗
い
感

じ
が
し
ま
す
。

　
夜
は
、
お
母
さ
ん
が
肉
じ
ゃ
が

を
作
っ
て
い
て
く
れ
ま
し
た
。
お

姉
ち
ゃ
ん
が
肉
じ
ゃ
が
を
温
め
な

が
ら
、

「
ご
飯
を
つ
い
で
き
て
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、

「
自
分
で
つ
い
で
く
れ
ば
い
い

じ
ゃ
ん
。
」

と
言
っ
た
け
ど
、
何
回
も
言
う
の

で
つ
い
で
い
き
ま
し
た
。
お
母
さ

ん
の
作
っ
た
肉
じ
ゃ
が
は
お
い
し

い
で
す
。
今
日
の
は
少
し
じ
ゃ
が

い
も
が
か
た
か
っ
た
け
ど
、
や
っ

ぱ
り
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
お
か

わ
り
し
ま
し
た
。

　
お
姉
ち
ゃ
ん
が
、

「
早
く
お
ふ
ろ
に
入
っ
た
ら
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
面
倒

く
さ
か
っ
た
の
で
、

「
は
い
、
は
い
。
」

と
答
え
て
、
お
ふ
ろ
に
入
り
ま
し

た
。
い
つ
も
だ
っ
た
ら
、
お
母
さ

ん
が
、
「
お
ふ
ろ
に
入
り
な
さ

い
。
」
と
か
、
「
洗
濯
物
は
洗
濯

人 権 作 文 平成25年度　阿蘇市人権作文集「かけはし」より　※学年は平成25年度時点。

機
に
入
れ
な
さ
い
。
」
と
か
言
い

ま
す
が
、
今
日
は
お
母
さ
ん
の
声

が
し
ま
せ
ん
。
お
ふ
ろ
は
気
持
ち

よ
か
っ
た
け
ど
、
さ
び
し
か
っ
た

で
す
。

　
ぼ
く
は
、
大
好
き
な
テ
レ
ビ
が

あ
る
と
思
っ
た
の
で
、
五
分
し
か

入
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
、

お
姉
ち
ゃ
ん
に
、

「
早
か
っ
た
ね
。
」

と
、
ち
ょ
っ
と
怒
り
気
味
に
言
わ

れ
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、

「
早
か
っ
た
ら
、
い
か
ん
と

ね
。
」

と
言
い
返
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い
ま

し
た
。
お
姉
ち
ゃ
ん
が
、

「
宿
題
し
た
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
今
か

ら
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
の
に
、

言
わ
れ
た
の
で
（
ま
た
か
。
）
と

思
い
ま
し
た
が
、

「
今
か
ら
し
ま
す
。
」

と
い
や
そ
う
に
答
え
て
、
テ
レ
ビ

を
見
な
が
ら
宿
題
を
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
し
て
寝
ま
し
た
。
す

ぐ
眠
っ
た
け
ど
、
夜
中
二
時
ぐ
ら

い
に
目
が
覚
め
て
し
ま
い
ま
し

た
。
起
き
て
み
た
ら
、
お
母
さ
ん

が
帰
っ
て
い
た
の
で
、

「
お
か
え
り
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
は
、

眠
そ
う
な
顔
で
、

「
宿
題
、
終
わ
っ
た
の
？
明
日

《
先
生
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
》

　

考
浩
君
の
お
母
さ
ん
は
、

病
院
に
勤
め
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
お
父
さ
ん
は
タ
ク

シ
ー
の
運
転
手
を
し
て
い
る

の
で
、
時
々
夜
勤
が
重
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な

日
は
、
お
姉
ち
ゃ
ん
と
二
人

で
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
お
姉
ち
ゃ
ん
は
寂
し

い
考
浩
君
の
気
持
ち
を
わ

か
っ
て
い
る
か
ら
、
い
ろ
ん

な
場
面
で
声
を
か
け
て
く
れ

る
優
し
い
お
姉
ち
ゃ
ん
で
す
。

お
母
さ
ん
は
、
夜
勤
で
疲
れ

て
い
て
も
、
や
っ
ぱ
り
考
浩

君
の
こ
と
が
気
に
な
る
よ
う

で
す
。

　

考
浩
君
の
（
早
く
寝
れ
ば

い
い
の
に
。）
と
い
う
思
い
に
、

考
浩
君
の
お
母
さ
ん
を
心
配

す
る
強
い
気
持
ち
が
表
れ
て

い
ま
す
。

は
、
何
時
に
起
こ
せ
ば
い
い

の
？
」

と
尋
ね
て
き
ま
し
た
。
お
母
さ
ん

は
、
マ
ス
ク
を
し
て
い
た
せ
い

か
、
声
が
低
か
っ
た
で
す
。
ぼ
く

は
、
（
も
う
早
く
寝
れ
ば
い
い
の

に
。
）
と
思
い
な
が
ら
、
先
に
寝

ま
し
た
。



262014.04 広報あそ 

CITY INFORMATION 市 役 所 か ら の お 知 ら せ

　
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
２
年
ご
と
の
保
険
料
率
の
見
直
し

を
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は
平
成
25
年
度

と
同
率
で
す
。

　
ま
た
、
所
得
が
低
い
方
や
被
用
者
保
険
加

入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
方
（
※
協
会
け
ん
ぽ
、
健
保

組
合
、
共
済
組
合
の
加

入
者

な
ど
）
の
保
険
料
は
、継
続
し
て
軽
減
さ
れ
ま
す
。

高
齢
者
医
療
な
ど
に
関
す
る
各
種
お
知
ら
せ

●
ほ
け
ん
課 

高
齢
者
医
療
係　
☎
２
２
‐
３
１
４
５

熊 今
年
度
の
保
険
料
率
と
軽
減
措
置

●保険料年額の算出方法

均等割額
47,900 円

＋

所得割額
総所得金額等ー 33 万円

×

所得割率
9.26％

※ 保険料の上限額が、年額 55 万円から 57 万円に
変更となりました。

●保険料の均等割額（被保険者全員が等しく負担する保険料）の軽減
条件

【世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額等】
軽減率

【保険料均等割額】
「基礎控除額（33 万円）」を超えない世帯で、被保険者全員の年金収入の控
除額をそれぞれ 80 万円として計算したうえで所得が 0 円となる場合 9 割

「基礎控除額（33 万円）」を超えない世帯 8.5 割
「基礎控除額（33 万円）」＋「24.5 万円×世帯の被保険者数」を超えな
い世帯（対象者拡大） 5 割

「基礎控除額（33 万円）」＋「45 万円×世帯の被保険者数」を超えない世帯
（対象者拡大） 2 割

※総所得金額等の計算には、専従者控除、譲渡所得の特別控除は適用されません。

●保険料の所得割額（所得に応じて負担する保険料）の軽減
条件

【被保険者の総所得金額等】
軽減率

【保険料所得割額】

「基礎控除（３３万円）」＋５８万円を超えない方 5 割

　
険
料
は
、
特
別
徴
収
（
４
月
か
ら
年
金
天
引
き
）
ま

た
は
普
通
徴
収
（
７
月
か
ら
納
付
書
ま
た
は
口
座
振

替
）
に
よ
り
、
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

　
現
在
、
普
通
徴
収
の
方
（
年
金
受
給
額
が
年
間
18
万
円
未

満
の
方
を
除
く
）
で
、
平
成
25
年
４
月
２
日
～
10
月
１
日
ま

で
に
75
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
方
は
、
４
月
か
ら
特
別

徴
収
と
な
り
ま
す
。

 　
平
成
25
年
10
月
２
日
～
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に
75
歳

に
な
ら
れ
た
方
は
、
７
～
９
月
は
普
通
徴
収
と
な
り
、
10
月

以
降
は
特
別
徴
収
に
よ
り
保
険
料
を
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

※
条
件
に
よ
り
特
別
徴
収
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

保 後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
支
払
方
法

あん摩マッサージ券を交付しています

　後期高齢者医療被保険者証をお持ちの方は、
年間（4月～ 3月）10 枚のあん摩マッサージ・
鍼きゅう等施設利用券の交付が受けられます。
　１回の施術で 1,000 円の助成が受けられます
ので、必要な方は保険証、印鑑を持参のうえ、市
役所ほけん課または各支所に申請してください。
▶ 1回の申請で 5枚の交付となります。
▶�保険料の滞納がある場合は交付枚数を制限させて
いただく場合があります。
▶�施設利用券は本人以外利用できません（家族であっ
ても券を譲渡することはできません）
▶�利用できる施設は阿蘇市が指定する市内 16 か所
です。（詳しくはほけん課☎２２‐３１４５まで
お問い合わせください。）



27 広報あそ 2014.04

　
成
25
年
度
第
10
期
分
ま

で
の
国
民
健
康
保
険
税

を
全
て
納
付
い
た
だ
い
た
世
帯

に
は
、
３
月
末
に
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
を
送
付
し
ま
し

た
。
３
月
以
降
に
完
納
い
た
だ

い
た
世
帯
は
、
納
付
の
確
認
に

時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
窓
口
に
納
付
書
を
お

持
ち
い
た
だ
き
ま
す
と
、
保
険

証
を
即
時
交
付
し
ま
す
。

　
な
お
、
今
回
の
保
険
証
の
有

効
期
限
は
平
成
27
年
７
月
31
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
の
費
用
を
補
助
し
ま
す

●
建
設
課 

建
築
営
繕
係　
☎
２
２
‐
３
１
８
７

国
保
保
険
証
を
送
付
し
ま
し
た

●
ほ
け
ん
課 

国
保
・
年
金
係　
☎
２
２
‐
３
１
４
５

平
就
職
や
退
職
な
ど
で
、
保
険
証
が
変
わ
る
方
は
お
早
め

（
14
日
以
内
）
に
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
建
て
木
造
住
宅
の
耐
震
化
促
進
と
、
地
震
に
よ
る
被
害

か
ら
市
民
の
生
命
、
財
産
を
守
り
、
安
全
で
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
を
行
う
住

宅
の
所
有
者
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

戸耐震診断・耐震改修の補助を受けられる条件
❶ 阿蘇市内に存在する戸建て木造住宅で、現に居住の用に供しているも

の（アパートは含まない）
❷在来軸組構法によって建築された地上階数が２以下の住宅
❸ 昭和５６年５月３１日以前に着工した戸建て木造住宅（一部併用住宅

を含む）
❹過去に本要綱に基づく耐震診断あるいは補助を受けていない住宅
❺ 阿蘇市住宅・建築物耐震診断事業を活用し、上部構造評価点が 1.0 未

満と評価されたもの（耐震改修のみ）

補助対象者
❶補助対象住宅を所有し、市税などの滞納がない人
❷住宅の共有者がいる場合、事業実施について全員の承諾が得られる人

補助金の額と募集戸数
耐震診断： 診断に要する経費の３分の２以内の額で、１戸につき

８万８千円を限度
耐震改修： 改修に要する経費の２分の１以内の額で、１戸につき６０万

円を限度
※補助金を越える費用は自己負担。
耐震診断の募集戸数：１０戸　耐震改修の募集戸数：１戸
※耐震改修の募集は、25 年度までに耐震診断を完了した方が対象。

受付期間
５月１日木から１０月３１日金まで　（平日）9:00 ～ 16:00

ジェネリック医薬品とは、先発医薬品と同じ有効成分、
同等の効果を持ち、厚生労働省が承認した医薬品です。
▶�なぜ安いの？　
　先発医薬品（新薬）の特許が切れてから作られた薬
なので開発コストを安く抑えることができています。
▶�安全なの？
　 さ ま ざ ま な 品 質 や 安 全 性 に つ い て し っ�
かりとした検査が行われています。ただし、新薬とま
ったくおなじ成分というわけではありません。
▶�ジェネリック医薬品を使うにはどうしたらいいの？
　ジェネリック医薬品を利用するには医師の処方せん
が必要です。まずはかかりつけの医師や薬局の薬剤師
にご相談ください。すべての薬をジェネリック医薬品
にかえることはできません。
　ジェネリック医薬品として対応していない場合や、
医療機関や薬局に在庫が無い場合、医師の判断により
先発医薬品からジェネリック医薬品に変更できない場
合があります。

ジェネリック医薬品の利用をおすすめします



　
遠
足
や
運
動
会
、
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
、

イ
ベ
ン
ト
が
多
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

気
温
が
高
く
な
る
と
食
中
毒
が
起
こ
り
や

す
く
な
り
ま
す
。

　
食
品
の
衛
生
的
な
取
り
扱
い
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

お
弁
当
を
作
る
と
き
は

●�

必
ず
食
べ
る
当
日

に
作
り
ま
し
ょ
う
。

●�

作
る
前
、
食
べ
る

前
に
は
手
を
よ
く

洗
い
ま
し
ょ
う
。

●�

食
品
は
、
中
心
部

ま
で
し
っ
か
り
加

熱
し
、
十
分
に
冷
ま
し
て
か
ら
清
潔
な

箸
で
弁
当
箱
に
詰
め
ま
し
ょ
う
。

●�

お
弁
当
は
、
涼
し
い
と
こ
ろ
で
保
管
し
、

早
め
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

●�

食
べ
残
し
の
食
品
は
、
思
い
切
っ
て
捨

て
ま
し
ょ
う
。
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林
の
ト
レ
イ
製
作
工
場
で
使
用
し
て
い
た
木

材
加
工
用
機
械
13
点
公
売
し
ま
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
観
光
ま
ち
づ
く
り
課
に
入
札
説
明
書
を
準

備
、
ま
た
、
現
地
説
明
会
も
行
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

木
材
加
工
用
機
械
13
点
を
公
売
し
ま
す

●
観
光
ま
ち
づ
く
り
課 

観
光
企
画
係　
☎
２
２
‐
３
１
７
４

森
公売事前申込要領

受付期間　４月１７日木～４月２３日水　9:00 ～ 17:00
受付場所　阿蘇市役所　観光まちづくり課
提 出 物　入札参加申込書（印鑑が必要です。）

現地説明会日程

日　　程　４月１７日木　14:00 ～ 16:00
場　　所　森林のトレイ製作工場（旧遊雀小学校）

公売日程等

公売日時　４月２５日金　10:00（時間厳守）
公売会場　森林のトレイ製作工場（旧遊雀小学校）
そ の 他　▶ 入札保証金（自己の入札額の５％以上相当額）
　　　　　▶印鑑（認印で可。法人の場合は代表者印）
　　　　　▶代理人が入札する場合は委任状

その他

・現状渡しとなりますので、動作保障はありません。
・クレームや返品は一切受付ません。
・ 搬出に伴う運搬手配及びその他一切の経費は落札者の負担とな

ります。
・公売事前申込がない場合は、公売を行いません。

公売物件

物件名 数量 物件名 数量
スライス機 １台 単板乾燥機 １台

殺菌装置 １台 トレイ搬送装置 １台

スライス刃研磨機 １台 単板断裁機 １台

油圧熱プレス成形機 ３台 バンドソー １台

スポンジサンダー １台

両面糊付け機、糊付け乾燥機 １台

パネルソー、ポータブル集塵機 １台

は
行
楽
シ
ー
ズ
ン
！

春
食
中
毒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う



バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
を

す
る
と
き
は

生
肉
に
はO

‐
１
５
７
、
カ
ン
ピ
ロ
バ

ク
タ
ー
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
な
ど
の
食
中
毒
菌

が
付
い
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

●�

生
肉
と
野
菜
は
別
々
に
盛
り
つ
け
ま

し
ょ
う
。

●�

「
焼
く
と
き
の
箸
」
と
「
食
べ
る
と
き

の
箸
」
は
区
別
し
ま
し
ょ
う
。

●�

肉
は
中
心
部
ま
で
十
分
に
加
熱
し
て
食

べ
ま
し
ょ
う
。

魚
釣
り
や

ハ
イ
キ
ン
グ
を
す
る
と
き
は

●�

見
慣
れ
な
い
野
草
や
フ
グ
な
ど
の
素
人

調
理
は
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

《
食
用
と
間
違
え
や
す
い
有
毒
植
物
の
例
》

●�

バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ
（
オ
オ
バ
ギ
ボ
ウ
シ
、

ギ
ョ
ウ
ジ
ャ
ニ
ン
ニ
ク
と
間
違
え
や
す

い
）

●�

ス
イ
セ
ン
（
ニ
ラ
、
ノ
ビ
ル
と
間
違
え

や
す
い
）

●�

ト
リ
カ
ブ
ト
（
ニ
リ
ン
ソ
ウ
、
モ
ミ
ジ

ガ
サ
と
間
違
え
や
す
い
）

●�

イ
ヌ
サ
フ
ラ
ン
（
ギ
ョ
ウ
ジ
ャ
ニ
ン
ニ

ク
、
ギ
ボ
ウ
シ
と
間
違
え
や
す
い
）
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費
税
率
の
引
き
上
げ
に

伴
い
、
４
月
１
日
以
降

の
上
下
水
道
使
用
料
は
、
新
消

費
税
率
を
適
用
し
、
下
記
の
と

お
り
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
法
令
に
よ
る
旧
税
率

を
適
用
す
る
経
過
措
置
に
よ

り
、
適
用
開
始
日
は
左
記
の
と

お
り
と
な
り
ま
す
。

上
下
水
道
料
金
が
４
月
か
ら
改
定
さ
れ
ま
し
た

●
水
道
課　
☎
２
２
‐
３
１
９
６　
●
住
環
境
課 

下
水
道
係　
☎
２
２
‐
３
１
６
９

消
月分 請求月 使用期間 税率

4 月分 5 月 3 月 10 日～ 4 月 10 日 5％

5月分 6月 4月10日～ 5月10日 8％

※ 使用期間は 10 日となっていますが、検針期間は 10
日前後であるため各家庭により異なります。

●料 金 表

●水道料金改定後のイメージ

メーター
口径

メーター
貸付料

基本料金
(10㎥まで )

消費税
（5％）

合計金額
( 消費税込 )

13 ミリ 40 円

1,000 円

52 円 1,092 円

20 ミリ 90 円 54 円 1,144 円

25 ミリ 100 円 55 円 1,155 円

改
定
後

消費税
（8％）

合計金額
( 消費税込 )

83 円 1,123 円

87 円 1,177 円

88 円 1,188 円

（10 立方メートルを超える分についての計算）

超過料金 1㎥毎 135 円 6.75 円 141.75 円 10.8 円 145.8 円

※下水道使用料の計算方法は上記の計算方法からメーター貸付料を差引いた額になります。

一般家庭（13 ミリ）で 8㎥ご使用の場合
　　　　今までは 1,092 円であったものがこれからは、1,123 円になります。

一般家庭（13 ミリ）で 16㎥ご使用の場合
　　　　今までは 1,092 円＋（6㎥× 141.75 円）＝ 1,942 円であったものが、
　　　　これからは 1,123 円＋（6㎥× 145.8 円）＝ 1,997 円になります。

事務所など（25 ミリ）で 28㎥ご使用の場合
　　　　今までは 1,155 円＋（18㎥× 141.75 円）＝ 3,706 円であったものが、
　　　　これからは 1,188 円＋（18㎥× 145.8 円）＝ 3,812 円になります。

問
阿
蘇
保
健
所　
衛
生
環
境
課

　
☎
３
２
‐
０
５
３
５
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蘇
市
内
で
魅
力
あ
る
商
店
街
づ
く
り
に
取
り
組
む
グ
ル
ー
プ（
商

工
会
、
Ｔ
Ｍ
Ｏ
、
商
店
街
な
ど
の
振
興
を
目
的
と
し
た
団
体
）

が
行
う
商
店
街
の
振
興
に
つ
な
が
る
景
観
整
備
活
動
を
応
援
し
ま
す
。

“
自
然
と
調
和
し
た
魅
力
あ
る
商
店
街
づ
く
り
”
を
応
援
し
ま
す
！

●
観
光
ま
ち
づ
く
り
課 

商
工
物
産
係　
☎
２
２
‐
３
１
７
４

阿● 活動の視点
　▶商店街の発展につながる街並み景観づくり
　▶お客様が商店街を周遊、回遊したくなる景観づくり
　▶ 商店街を歩くことで、季節の移り変わりや時間を楽しむこと

ができる景観づくり

● 補助の要件
　単発の事業ではなく、商店街をどのように修景していくかとい
うコンセプトを明確にし、その事業計画にそって商店街を景観整
備していく事業。

　魅力ある商店街づくりを実現できる道路及び土地に植栽
　※ 補助対象となる経費は、種子、苗木、樹木代や肥料代等は全

額補助。燃料費・機械借上げ料は２／３以内で補助。ただし、
人件費や食糧費は対象外とします。

　商店街の景観の統一のために行う事業
　※ 補助対象となる経費は、植栽等のライトアップ、統一看板、

商店街を統一色にするためのペンキ代などで補助率は１／２
以内。

● 補助金の申請
　補助金を希望する場合は、市へ申請書の提出が必要です。補助
認定の可否については審査のうえ、予算の範囲内で決定後、ご連
絡します。
　なお、事前着工に対しての補助はできません。必ず先に申請を
され、決定後に着工してください。

● 募集期限・申込先
　５月３０日金までに観光まちづくり課（☎ 22-3174）にお申し
込みください。申請方法などについては、事前にお問い合わせく
ださい。

募集のご案内

例１

例２

古 木  想 太くん H24.9.29 生
父健太・ 母真季（内牧 4 区）

ふるき・そうた

これからも好き嫌いな
くたくさん食べてね♪

蔵 原  瑛くん H23.12.27 生
父修・ 母美和子（東 2 区）

くらはら・ひかる

いっぱい食べて いっぱ
い遊んで いっぱい笑っ
て大きくな～れっ☆

スマイルキッズ　～ Smile Kid's ～

❶写真（4MB 程度以内 ) ❷氏名（ふりがな）
❸生年月日❹父母の氏名❺行政区❻お子さ
んへのメッセージ（30 文字程度）を記入
のうえ、持参または郵送、電子メールでご
応募ください。

阿蘇市総務課・秘書広報係
(問い合わせ )☎ 22-3111
( メール )pr@city.aso.lg.jp

 対象 　・市内在住・３歳まで

ス マ イ ル キ ッ ズ 応募
方法



商工会から、商店街組織の皆さま、商工業者の皆さまへのお知らせです！

自社商品の販路拡大などをお考えの小規模事業者の皆さまへ

小規模事業者持続化補助金

経営計画に基づき、商工会の支援を受けながら実施する販路開拓及び、集客力を高める取
り組みに係る費用の２/３を補助します。消費者、企業向け取引のいずれも対象となります。

取組例

● 広告宣伝　
　新たな顧客などの取り込みを狙ったチラシの作成

● 集客力を高めるための店舗改装
　▶�飲食店が和式トイレを洋式トイレに改造したり、座敷を掘りごたつにするなど、
幅広い年代層の集客を図る

　▶�パン屋が衛生面を強化するため、陳列してある商品の上にカバーを付け、商品
がほこりなどに触れない工夫を図る

● 商品パッケージや包装紙・ラッピングの変更
　▶�古くなった商品パッケージのデザインを一新

補助率　補助対象経費の３分の２以内　最大で５０万円（雇用増加に伴うものは１００万円）
対象者　小規模事業者　「従業員２０人以下（商業・サービス業は５人以下）」

その他、国の経済対策による補助金メニュー
商店街まちづくり事業（まちづくり補助金）、地域商店街活性化事業（にぎわい補助金）
　 商店街組織などが行う生活環境を守る商店街施設・設備の整備などの２/ ３を上限１．５億円で補助。

また集客力・販売力の向上に資するイベントなどの取組みに対しては上限 400 万円を補助。

創業促進補助金
　 新たな需要を創造する新商品・サービスを提供する創業に対し、店舗借入費や設備費等の創業に要する

費用の２／３を補助。上限 200 万円。締切：６月３０日

中小企業・小規模事業者ものづくり・商業・サービス革新事業
　 中小企業・小規模事業者が、試作品・新商品開発、生産プロセスの改善、新サービスや販売方法の導入

などの事業革新に取り組む費用の２／３を補助。補助金額 700 万円～　締切：５月１４日

小規模事業者販路開拓・支援基盤整備事業（パッケージ型海外展開支援事業）
　 海外市場獲得を目指す中小企業・小規模事業者に対し専門家による海外向け販路の構築支援を行い、
　それに伴うシステム構築に係る経費の２／３を補助。上限 100 万円。締切：５月下旬

小規模事業者等人材・支援人材育成等事業（ものづくり小規模事業者等人材育成事業）
　 ものづくり小規模事業者等の中核人材が、優れた技術・技能を有する技術継承支援者の実施する講習等

を受講する費用の２／３を補助。１人当たり 50 万円以内。

上記補助金の活用などついては、予算・申込期限などもありますので、事前にお近くの商工会へご相談ください！

問 い 合 わ せ 阿蘇市商工会本所 ☎ 32-0200　一の宮支所 ☎ 22-0789　波野支所　 ☎ 24-2811
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複
合
健
診
の
ご
案
内

　
例
年
４
月
に
行
っ
て
い
た
各
種

健
診
希
望
調
査
は
今
年
度
か
ら
は

行
わ
ず
、
こ
れ
ま
で
の
受
診
歴
や

健
診
申
し
込
み
状
況
を
基
に
、
各

種
健
診
セ
ッ
ト
（
問
診
票
な
ど
）

を
健
診
前
に
対
象
者
へ
お
送
り
し

ま
す
。

　
な
お
、
左
記
に
該
当
す
る
方

は
、
４
月
末
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

▼ 

こ
れ
ま
で
健
診
を
受
け
て
い
る

が
こ
と
し
は
受
け
な
い
人

▼
初
め
て
健
診
を
受
け
る
人

※
複
合
健
診
（
住
民
検
診
）
は
、

例
年
ど
お
り
夏
と
秋
に
行
い
ま

す
。
日
程
な
ど
の
詳
細
は
広
報
誌

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
市
役
所
ほ
け
ん
課

　
（
一
の
宮
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
２
２
‐
５
０
８
８

障
が
い
者
巡
回
相
談

　
障
が
い
の
あ
る
方
や
家
族
・
関

係
事
業
所
の
方
々
に
対
し
て
の
就

業
及
び
そ
れ
に
伴
う
相
談
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
の
あ
る
方

を
雇
用
予
定
ま
た
は
既
に
雇
用
し

て
い
る
事
業
所
の
方
の
支
援
相
談

も
行
い
ま
す
。

●
対
象
者

▼ 
障
が
い
の
あ
る
方
や
そ
の
家

族
・
関
係
事
業
所
の
方
々

▼ 

障
が
い
の
あ
る
方
を
雇
用
予
定

又
は
既
に
雇
用
さ
れ
て
い
る

事
業
所
の
方
々

●
相
談
内
容

▼
就
業
及
び
そ
れ
に
伴
う
生
活
支
援

▼
事
業
所
に
対
し
て
の
支
援
制
度　
な
ど

●
相
談
日　

 

４
月
か
ら
３
月
ま
で

　
の
毎
月
第
３
火
曜
日

●  

相
談
時
間　

 

毎
回　
午
前
10
時

　
か
ら
正
午
ま
で
（
２
時
間
）

● 

相
談
場
所　
阿
蘇
市
役
所
２
階

会
議
室
（
都
合
に
よ
り
会
場

が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。）

問 

熊
本
県
北
部
障
害
者
就
業
・
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー「
が
ま
だ
す
」

☎
０
９
６
８
‐
２
５
‐
１
８
９
９

第
36
回
「
少
年
の
主
張
」

熊
本
県
大
会
作
品
募
集

　
中
学
生
の
皆
さ
ん
、
自
分
の
体

験
・
夢
・
希
望
を
発
表
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
第
36
回
「
少
年
の
主
張
」

熊
本
県
大
会
へ
の
作
品
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
９
月
27
日
土
に
熊
本
県
庁
地
下

大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
る
熊
本
県

大
会
に
お
い
て
最
優
秀
賞
受
賞
者

は
県
代
表
と
し
て
選
出
さ
れ
、
九

州
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
２
人
に
選
出
さ

れ
る
と
全
国
大
会
へ
出
場
す
る
こ

と
が
で
き
、「
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
諸

島
自
然
体
験
交
流
」
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
経
費
は
主

催
者
負
担
）

　
詳
し
く
は
、
学
校
配
付
の
募
集

要
領
ま
た
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
熊
本
県
く
ら
し
の
安
全
推
進
課

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
９
４

お
知
ら
せ

募

集

相

談

自衛隊一般幹部候補生採用試験
　一般幹部候補生とは、大学の文系および理工系から進む通常の幹部候補生コース
で、海上・航空自衛隊の飛行要員及び陸上・航空の技術要員が含まれます。
　幹部自衛官の養成機関である「陸上・海上・航空各自衛隊幹部候補生学校」での
生活から幹部候補生の教育が始まり、初級幹部としての必要な知識と技能を学びな
がら、幹部としての資質を養っていきます。
　教育期間は約１年間で、防衛基礎学、戦術、戦史、戦技訓練、体育、服務、防衛
教養、実技などの科目があり、陸上・海上・航空の特色を生かした教育が行われます。

職種 募集人員 応募資格 受付期限 試験日 試験会場

陸上 約１１０名
※うち女子約１０名 ２２歳以上

２６歳未満
（平成２７年
４月１日現在）

４月２５日金
（締切日必着）

（１次）
５月１０日土・１１日日

※１１日日は飛行要員のみ
（２次）

６月１０日火～１３日金

熊本市海上 約５０名
※うち女子約１０名

航空 約４０名
※うち女子約１０名

＜問い合わせ先＞自衛隊熊本地方協力本部阿蘇地域事務所　☎２２－４５７５



暮 ら し の 情 報

離婚・相続・借金・交通事故・土地の境界 etc… ひとりで悩まずお気軽にご相談ください。

受付時間：平日１０時～１７時（事前予約制）ＴＥＬ：０９６７－２２－５２２３

・一般 相談料  ３０分１０５０円
・『多重債務』の相談 は 無料 地域の法律事務所として設立された公設事務所です。

阿蘇ひまわり基金法律事務所

熊本県弁護士会所属　弁護士　関塚 明子（せきづか　あきこ）

〒869-2612　阿蘇市一の宮町宮地2005-8-203（阿蘇市商工会一の宮支所となり）
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火 災
件数 累計 前年同期比

建 物 2 件 6 件 4 件  増
林 野 0 件 0 件 1 件  減
車 両 0 件 0 件 0 件  ー
その他 0 件 0 件 0 件  ー

事 故

数字 で阿 蘇 市 を
見 て み よ う

人の動き

件数 累計 前年同期比
発生事故 4 件 7 件 1 件  減
死 者 0 人 0 人  ー人  ー
負傷者 4 人 8 人 1 人  減

人数・世帯数 前月比
人 口 28,086 人 28 人 減
男 性 13,268 人 16 人 減
女 性 14,818 人 12 人 減
世 帯 11,224 世

帯 1 世
帯 減

ご み
排出量 前年同月比

可燃ごみ 523.4㌧ 9.8㌧  減
資源ごみ 63.8㌧ 8.5㌧  減
不燃ごみ 4.2㌧ 3.2㌧  増
1 人当たりの量 741㌘ 18㌘  減

（大阿蘇環境センター未来館搬入実績より）
※ ごみ処理量が減るよう減量化に取り

組みましょう。

（2 月 28 日時点）

（2 月期）

（2 月期）

（2 月期）

春の全国交通安全運動
４月６日 日～ １５日火

４月１０日木は「交通事故死ゼロを目指す日」です

確認し
よう、

３つの
こと！

1 自転車の安全利用の推進

2 全ての座席のシートベルトとチャ
イルドシートの正しい着用の徹底

3 飲 酒 運 転 の 根 絶

自転車は車道が原則。車道の左側を通行
し安全ルールを守りましょう！
飲酒運転や二人乗り、並進は禁止です！

どの座席でも必ずシートベルトを着用し
ましょう。６歳未満の幼児は「チャイル
ドシート」を使用してください。

お酒を飲んだら絶対に運転はしない！
「乗らない」、「乗せない」、「飲ませない」
を守りましょう。

問　総務課 防災交通係　☎２２－３１１１



広
告

　
古
城
っ
子
応
援
団　

　
本
校
で
は
、
保
護
者
や
地
域
の

皆
さ
ま
か
ら
「
お
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
や
「
学
習
支
援
」
の
応
援
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
本
の
読
み
聞

か
せ
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
計
算
や
漢
字
、
昔
遊
び
を

教
え
て
い
た
だ
い
た
り
す
る
「
に

こ
に
こ
タ
イ
ム
」
の
時
間
を
楽
し

み
に
待
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
さ
に
、地
域
の
皆
さ
ん
に“
応

援
団
”
と
し
て
支
え
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
お
も
や
い
学
習

　
　
　
フ
ェ
ス
タ
in
古
城

　
『
伝
え
て
く
だ
さ
い
そ
の
思
い
、

感
じ
て
く
だ
さ
い
こ
の
願
い
』
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
毎
年
、
学

習
発
表
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
も
、古
城
保
育
園
の「
お

も
や
い
太
鼓
」や
各
学
年
の
発
表
、

鑑
賞
会
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
、
劇
、
合
奏
な
ど
、

こ
れ
ま
で
学
習
し
て
き
た
こ
と
を

い
ろ
い
ろ
な
形
で
一
生
懸
命
発
表

し
ま
し
た
。

　
地
域
の
方
や
保
護
者
の
方
に
見

て
い
た
だ
き
楽
し
い
一
日
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
校
区
あ
げ
て
の
大
運
動
会
！

　
本
校
の
運
動
会
は
、
地
域
の
み

な
さ
ん
と
学
校
が
一
緒
に
な
っ
た

“
校
区
大
運
動
会
”
で
す
。

　
小
学
校
の
種
目
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
消
防
団
班
対
抗
リ
レ
ー

や
各
地
区
の
色
別
対
抗
綱
引
き
、

む
か
で
競
争
、
マ
ラ
ソ
ン
、
パ

ン
喰
い
競
争
、
公
民
館
対
抗
リ

所在地／阿蘇市一の宮町中通 2177 番地
児童数／６１人　　創立／明治６年　
学校長／市原　潤　　教頭／坂田菊美

か
し
こ
く
　
や
さ
し
く
　
た
く
ま
し
く

レ
ー
・
・
・
・
な
ど
楽
し
い
種
目

が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　
各
地
区
の
つ
な
が
り
を
感
じ
る

と
と
も
に
大
き
な
歓
声
が
響
き
渡

る
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
応
援
、
励
ま
し
あ
り
が
と
う
！

　
古
城
小
校
区
も
九
州
北
部
豪
雨

に
よ
り
被
災
し
ま
し
た
。
あ
の
日

か
ら
た
く
さ
ん
の
方
々
に
励
ま
し

の
言
葉
や
復
興
へ
の
ご
支
援
を
い

た
だ
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
“
く
ま
モ
ン
”
も
応
援
に
駆
け

つ
け
て
く
れ
、
い
っ
し
ょ
に
朝
の

体
操
を
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

も
大
喜
び
で
し
た
。

　
く
ま
モ
ン
！
あ
り
が
と
う
！
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阿蘇市内の小・中学校を紹介するコーナー

自慢の学校
School of the pride ● ● ● ●

第 6回 古 城 小 学 校

● School Profile

運動会の人気種目
「親子三代リレー」

「にこにこタイム」で昔遊び



阿蘇市在住。
絵や講演で活躍中。

絵・文　あべまりあ

「自然と共に遊び生活した子どもの頃の体験は宝物だ。心身を強くし、感性
を豊かにする。阿蘇の大自然を守るためにも次代を担う若い人や子どもた
ちにもぜひ伝えたい！」と願い、あべさんが描かれた作品をお届けします。

大事にしたい、懐かしい阿蘇の生活 No.25

35 広報あそ 2014.04 お詫びと訂正　３月号（ひなまつり）の甘酒の作り方で、もち米の分量を「５合」と
　　　　　　　表記していましたが、正しくは「２．５合」です。申し訳ありませんでした。



阿蘇地区　東コース
４月９日水・５月７日水

西役犬原公民館　　　　　
　13：30 ～ 13：50
竹原公民館　　　　　　　
　14：00 ～ 14：20
猿渡製材所前　　　　　　
　14：30 ～ 14：50
坊中公民館　　　　　　　
　15：00 ～ 15：20
佐伯商会前　　　　　　　
　15：25 ～ 15：45

阿蘇地区　西コース
４月１１日金・５月９日金
赤水駅前　　　　　　　　
　13：50 ～ 14：10
宮本酒店前　　　　　　　
　14：20 ～ 14：40

一の宮地区
４月１５日火・５月１３日火
波野保健福祉センター　　
　10：50 ～ 11：20
坂梨公民館　　　　　　　
　13：10 ～ 13：30
古城公民館　　　　　　　
　14：20 ～ 14：50
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図 書 館 へ 行 こ う！
Aso Library News

問阿蘇図書館　 ☎ 32-0067 ／一の宮図書館 ☎ 22-2916

Library Information

bookmobile 移 動 図 書 館

情 報

第 56 回子どもの読書週間

　子 ど も た ち に も っ と 本
を！との願いから、「こども
の読書週間」は１９５９年

（昭和３４年）にはじまりま
した。小さいときから本を読
む楽しさを知っていること
は、子どもが大きくなるため
にとても大切なことです。ま
た、「こどもの読書週間」は、
大人が本を子どもに手わた
す週間でもあるのです。

移
動
図
書
館
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
阿
蘇
図
書
館
☎
３
２
‐
０
０
６
７
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

オ ス ス メ 図 書 新 刊 案 内
あなたの知的好奇心『見たい！知りたい！』を満足させる
おすすめ本や話題の本など様々なジャンルの本をご案内します。

　郷土ゆかりの作家・佐藤雅美氏の最新刊。ご存知！
縮尻鏡三郎シリーズです。日本橋の大店に降って湧い
た沽券に関わるひと騒動。白木屋の地面は我が先祖の
拝領地と、鏡三郎に訴えた老婆。調べてみると、軍師
と思しき浪人が只者ではない様子…。シリーズ第8弾。
一の宮図書館では、佐藤雅美氏から寄贈いただいた全
著作を読むことができます。

頼みある仲の酒宴かな ▷佐藤 雅美著

　最近では、自宅の庭をご自分で造園される方も多
いのではないでしょうか？ガーデニングの本などは
数多く出版されていますが、庭石を使った庭造りの
本はなかなかお目にかかれません。この本は、庭石
の置き方、石の組み方、飛石の据え方、敷石・延段
の作り方など具体的な「石使い」のテクニックを、
写真を交えてわかりやすく説明しています。

庭仕事の庭石テクニック ▷高﨑康隆監修

　最近は、万能細胞の話題が巷を賑わせていますが、
やはり自分の健康は、自分で守るしかないようです。
老いとともに身体は少しずつ弱ってきます。足腰が
弱くなって寝たきりにならない！できるだけ長く自
分の足で歩けるようになりたい！皆さんのそんな願
いを叶える体づくりの方法をお教えしましょう。

100 歳まで元気に歩ける体づくり「75のコツ」

　天才作家・太宰治が綴る大人の愛のコトバ集。太
宰治が、今あなたの恋を磨く ! 恋のことは太宰に聞
け！太宰治の作品から恋愛に効く 66 の言葉を選り
すぐり、太宰つながりの映画の場面シーンとともに
紹介します。「恋をはじめると、とても○○が身に
しみて来ますね。あれがコイのヤマイの一ばんたし
かな兆候だと思います。」○○は本を見てのお楽し
みです。ぜひ、太宰にひたってみてください。

恋愛合格 ! 太宰治のコトバ 66 ▷高野 てるみ著

　今回から、コースと時間が
変更となっています。ご注意
ください。

4月23日～ 5月12日
いつもいっしょ、本といっしょ。
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阿 蘇 世 界
文 化 遺 産
リレーコラム

守
っ
て
い
き
た
い 

わ
が
ま
ち
の
景
観
と
人
々

小 国 町

　
国
町
に
は
30
年
前
ま
で

旧
日
本
国
有
鉄
道
（
国

鉄
）
の
「
宮
み
や
の
は
る原

線
」
が
走
っ
て

い
た
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　
宮
原
線
は
、
佐
賀
県
、
福
岡

県
、
熊
本
県
、
大
分
県
を
鉄
道

で
結
ぶ
と
い
う
壮
大
な
計
画
の

一
部
で
あ
り
、
戦
前
か
ら
部
分

開
通
し
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

戦
争
の
激
化
や
資
材
不
足
な
ど

の
た
め
事
業
が
停
止
。
戦
後
に

事
業
再
開
さ
れ
、
昭
和
29
年
に

小
国
町
宮
原
か
ら
大
分
県
恵
良

ま
で
の
６
つ
の
駅
を
結
ぶ
、
全

線
26
・
６
キ
ロ
が
開
通
し
ま
し
た
。

　
農
林
業
へ
の
活
用
が
期
待
さ 鉄

道
が
残
し
た
「
幸
野
川
橋
梁
」

小
第 19 回

　
上
記
の
宮
原
線
の
よ
う
な
線

路
跡
や
、
工
場
、
港
等
「
人
々

が
営
ん
で
き
た
産
業
の
姿
を
今

に
残
す
」
施
設
は
、
現
役
で
稼

働
し
て
い
る
も
の
や
既
に
役
割

を
終
え
た
も
の
を
含
め
て
「
産

業
遺
産
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
世
界
文
化
遺
産
と
し

て
国
か
ら
ユ
ネ
ス
コ
へ
推
薦
さ

れ
た
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命

遺
産
（
本
県
の
万
田
坑
・
三
角

西
港
を
含
む
）」も「
産
業
遺
産
」

の
集
合
体
で
あ
り
、
稼
動
し
て

い
る
工
場
・
港
な
ど
を
含
む
世

界
遺
産
の
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
と

し
て
、
最
近
注
目
さ
れ
て
き
て

い
ま
す
。

　

世
界
遺
産
と
い
う
と
、「
厳

し
い
保
護
・
保
全
」
が
注
目
さ

れ
が
ち
で
す
が
、
地
域
の
生

活
・
産
業
と
密
接
に
結
び
つ
い

て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
お

互
い
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
が

可
能
な
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い

ま
す
。

 世界遺産こぼれ話 産業遺産と世界遺産
次
回
の
コ
ラ
ム
は
「
産
山
村
」
が
担
当
し
ま
す
。

れ
た
宮
原
線
で
し
た
が
、
行
き

止
ま
り
路
線
で
あ
っ
た
こ
と
も

あ
り
利
用
が
の
び
ず
、
国
鉄
の

経
営
改
善
も
重
な
っ
た
結
果
、

昭
和
59
年
に
全
線
廃
止
と
な
り

ま
し
た
。
全
線
開
通
し
て
い
た

期
間
は
、
30
年
間
で
し
た
。

　
宮
原
線
の
線
路
跡
は
、現
在
、

一
部
分
が
遊
歩
道
と
し
て
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
。
遊
歩
道
は
、

北
里
か
ら
宮
原
ま
で
約
４
キ
ロ

の
距
離
が
あ
り
、
途
中
、
鉄
道

の
た
め
に
造
ら
れ
た
ト
ン
ネ
ル

の
な
か
や
、
ア
ー
チ
橋
の
う
え

を
歩
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
遊
歩
道
に
あ
る
ア
ー
チ
橋
の

ひ
と
つ
、『
幸
野
川
橋
梁
』
は
、

骨
組
み
に
鉄
筋
で
は
な
く
竹
を

使
っ
た
「
竹
筋
橋
」
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
優
美
な

ア
ー
チ
を
描
く
こ
の
橋
が
、
雄

大
な
自
然
の
な
か
に
立
つ
姿

は
、
建
築
物
と
自
然
と
の
調
和

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。（
平

成
14
年　

国
登
録
有
形
文
化

財
）

　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
２
月
18
日
、

内
牧
保
育
園
児
と
母
親
を
対
象
に
「
食
育
」

を
テ
ー
マ
に
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
を
開
催
し
72

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
園
児
の
大
好
き
な
「
き
す
の
チ
ー
ズ
フ
ラ

イ
」「
か
ぼ
ち
ゃ
サ
ラ
ダ
」「
豆
乳
み
そ
汁
」

「
ヨ
ー
グ
ル
ト
ク
リ
ー
ム
パ
フ
ェ
」
を
作
り

ま
し
た
。
栄
養
士
さ
ん
の
「
包
丁
を
持
つ
手

の
反
対
の
手
は
？
」
の
質
問
に
、「
ね
こ
の

手
！
」
と
園
児
の
答
え
。
お
母
さ
ん
方
の
心

配
を
よ
そ
に
、
教
え
ら
れ
た
と
お
り
に
上
手

に
野
菜
を
切
り
、
魚
に
は
工
作
を
し
て
い
る

よ
う
に
衣
を
つ
け
て
料
理
を
し
て
い
ま
し

た
。

　
普
段
は
野
菜
嫌
い
な
子
ど
も
も
、
お
い
し

そ
う
に
食
べ
て
い
る
姿
を
見
て
、「
今
度
、

一
緒
に
料
理
を
し
た
い
」
と
話
す
お

母
さ
ん
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
食
後
に
は
、
食
べ
物
へ
の
感
謝
を

テ
ー
マ
に
し
た
紙
芝
居
「
も
っ
た
い

な
い
」
を
食
改
の
会
員
で
行
い
、
園

児
た
ち
も
一
生
懸
命
に
聞
い
て
く
れ

て
「
早
く
寝
て
、
朝
し
っ
か
り
ご
飯

を
残
さ
ず
食
べ
る
」
と
感
想
を
残
し

ま
し
た
。

　
私
た
ち
、
食
改
の
会
員
も
元
気
と

パ
ワ
ー
を
も
ら
い
ま
し
た
。

お元気ですか？食生活改善推進員協議会

改
親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
！



相　談

●４月　８日㊋　４ヵ月児健診
●４月　８日㊋　もうすぐ 1 歳健診
●４月１５日㊋　３歳児健診
●４月２２日㊋　１歳６ヵ月児健診
●５月１３日㊋　７～８ヵ月児健診

●４月　６日㊐　松見内科クリニック　☎ 22-0260
●４月１３日㊐　脇胃腸科　　　　☎ 32-2500
●４月２０日㊐　坂梨ﾊｰﾄｸﾘﾆｯｸ　　☎ 24-6262
●４月２７日㊐　栗林内科医院　　☎ 24-1024
●４月２９日㊋　たくもと小児科ｸﾘﾆｯｸ　☎ 34-2202
●５月　３日㊏　眼科古嶋医院　　☎ 34-0008
●５月　４日㊐　家入整形外科　　☎ 32-0048
●５月　５日㊊　古閑医院　　　　☎ 22-3000
●５月　６日㊋　大阿蘇病院　　　☎ 22-2111

在宅医

健　診

心配ごと相談
●４月１７日㊍・５月１日㊍　　　
　9:30 ～ 12:00　阿蘇保健福祉センター
　問社会福祉協議会　☎ 32-1127

年金出張相談 ( 国民年金・厚生年金）
●４月　７日㊊・２１日㊊ 10:00～15:00 農村環境改善センター
●４月１４日㊊・２８日㊊ 10:00 ～ 15:00 阿蘇市役所
　問熊本東年金事務所　☎ 096-367-2503

こころの相談
●４月　８日㊋　13:30 ～ 16:00　阿蘇保健所
　問阿蘇保健所　☎ 32-0535

消費生活相談
●４月１６日㊌・５月７日㊌
　10:00 ～ 15:00　内牧支所
　問阿蘇市消費生活センター　☎ 22-3364

もの忘れ相談
●随時受け付けています。
　問地域包括支援センター　☎ 32-5122
　問市役所ほけん課　☎ 22-3145

登記相談 ( 売買・贈与・相続等）
●４月１７日㊍　10:30 ～ 15:00　阿蘇市役所
　問熊本地方法務局阿蘇大津支局 ☎ 096-293-2272
　※事前の予約が必要です。

子育て

のんびり広場 ( 波野保育園内☎ 24-2800）
●４月　９日㊌　散歩に行こう、よもぎ摘みに行こう
●４月１６日㊌　誕生会・計測日、よもぎ団子を作ろう
●４月２５日㊎　保育園の遠足に参加しよう
●４月３０日㊌　作って遊ぼう
●５月　７日㊌　誕生会・計測日、誕生日プレゼントを作ろう

すくすく広場 ( 一の宮子育て支援センター☎ 22-4539）
●４月　８日㊋　散歩へ行こう
●４月１０日㊍　わらべ歌、絵本の読み聞かせ
●４月１５日㊋　散歩へ行こう
●４月１７日㊍　親子で簡単クッキング
●４月２２日㊋　誕生会・計測日
●４月２４日㊍　救急法講習会
●４月２８日㊊　園庭で遊ぼう
●５月　１日㊍　鯉のぼり作り
●５月　８日㊍　プラ板で遊ぼう

ぴよぴよ広場 ( 阿蘇市子育て支援センター☎ 32-3843）
●４月　９日㊌　計測日・親子ふれあい体操
●４月１５日㊋　乙姫神社に行こう
●４月１６日㊌　鯉のぼり作り
●４月２３日㊌　誕生会・体験試食会
●４月２４日㊍　あそ☆ビバで遊ぼう
●４月３０日㊌　簡単クッキング
●５月　７日㊌　親子ふれあい体操
●５月　８日㊍　子安河原観音祭に行こう

※場所：一の宮保健センター（☎ 22-5088）
※対象者には個別に通知しています。

※ 阿蘇中央病院夜間診療：毎週金曜19時～21時。

行　事

くらし
カレンダー

382014.04 広報あそ 

要予約

●４月　６日㊐　お座敷商店街
　　　　　　　　（一の宮門前町商店街）
●４月　９日㊌　小中学校入学式
●４月２７日㊐　 第 1 回阿蘇オープンテコンドー

選手権大会（阿蘇体育館）

要予約

●４月１８日㊎　阿蘇市役所　　　　 9:30 ～ 16:00
問市役所ほけん課　☎ 22-3135

献　血

予約制



材　料（４人分）
●厚揚げ（絹ごし）�２枚　●とりひき肉�１００㌘
●ネギ�1/5 本
●おろしショウガ�小 1/2 かけ　●酒�大さじ 1/2
●片栗粉�大さじ 1/2　●塩�小さじ 1/3
●ニンジン�小 1/2 本　●しめじ�１００㌘
●だし汁�３００ml　●ネギ（盛り付け分）�適量
●酒�●みりん�●しょうゆ�（各大さじ 2�1/2）●砂糖�大さじ 1
●水溶き片栗粉（片栗粉：大さじ 1　水：大さじ 2）
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木村 拓
たくろう

郎 さん（23歳）（住所：坂梨）

FRESH  MAN

食生活改善推進員協議会

地

産 地 消

C ooking!

〔趣味〕ライブに行くこと　
〔特技〕スポーツ　
〔好きな言葉〕　努力
〔好きな女性のタイプ〕　
　明るく元気で優しい人
〔�阿蘇の好きなところ〕　
　自然が豊かで人情深いところ

Ｑ．仕事の内容　
　　　豆腐など大豆製品の製造、販売
Ｑ．�仕事で、日頃から心がけていること
　�　　�大豆と水にこだわり、美味しいものをつ

くること

木村とうふ店 勤務

さわやか

フレッシュマン

2
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そ
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厚揚げを煮る際、切った面が向かい合わせにな
るように鍋に並べると、ひき肉が収まってきれ
いにできあがります。

問一の宮保健センター　☎ 22-5088

　きのこたっぷり　　
厚揚げの肉詰め煮

D a t a
●エネルギー�245㌍　●たんぱく質�15.6㌘　
●脂 質�11.0㌘　●カルシウム 203㌘　●塩分 2.3㌘

作 り 方
❶�とりひき肉にみじん切りしたネギ、（A）を入れてよく練り
まぜる。
❷�厚揚げを半分に切り、切込みを入れて開き①を乗せてはさむ。
❸ニンジンをいちょう切りし、しめじを小房に分ける。
❹だし汁に③と（B）を入れ、煮立たせる。
❺煮立ったら②をいれ、１５～２０分程度煮る。
❻�水溶き片栗粉を入れてとろみをつけ、器に盛り、小口切り
にしたネギ（盛り付け分）を散らす。

A

B

WebTV アソ
動 画

WebTV アソ
動 画


